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《紙面から》

私
は
、
令
和
五
年
度
定
例

総
会
で
会
長
に
任
命
さ
れ
ま

し
た
第
二
十
期
卒
業
生
の
流

川
（
中
田
）
呉
生
で
す
。

二
十
五
年
ほ
ど
会
報
の
編

集
に
携
わ
り
、
会
員
の
方
々

の
沢
山
の
「
声
」
に
出
会
い

ま
し
た
。
そ
し
て
、
会
報
は
、

母
校
の
現
状
、
生
徒
の
様
子
、

同
胞
の
動
向
、
懐
か
し
い
友

や
恩
師
の
今
等
を
伝
え
る
こ

と
、
同
窓
会
は
、
伝
統
を
守

り
続
け
る
生
徒
を
応
援
し
、

会
員
の
台
帳
を
護
り
、
会
員

に
活
用
し
て
い
た
だ
く
事
が

役
割
だ
と
気
付
き
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
学
校
創
立
八

十
周
年
・
同
窓
会
設
立
七
十

周
年
の
年
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍

で
三
年
間
様
々
な
行
事
開
催

の
自
粛
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

お
り
ま
し
が
、
本
年
六
月
一

日
に
母
校
講
堂
に
於
い
て
全

生
徒
と
職
員
、
来
賓
は
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
長
と
同
窓
会
会
長
の
み

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
創
立

八
十
周
年
記
念
式
典
が
粛
々

と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

同
窓
会
で
は
、
来
年
二
月

に
記
念
祝
賀
会
開
催
を
予
定

し
て
お
り
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
。
十
年
に
一
度
の
大
切

な
行
事
に
、
母
校
、
同
窓
会

を
支
え
て
い
る
二
万
数
千
の

同
窓
が
一
堂
に
会
し
、
旧
交

を
温
め
る
と
と
も
に
母
校
の

発
展
に
つ
い
て
も
熱
く
語
ら

れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
お
一

人
で
も
多
く
の
ご
参
加
を
願

っ
て
已
み
ま
せ
ん
。

会
員
の
皆
様
に
は
時
に
母

校
に
思
い
を
い
た
し
、
同
窓

会
活
動
に
関
心
を
お
寄
せ
頂

き
、
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
を

お
聞
か
せ
願
い
た
い
と
思
い

ま
す
。
今
後
と
も
本
会
の
活

動
に
ご
支
援
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
る
と

と
も
に
、
各
位
の
ご
健
勝
と

ご
発
展
を
祈
念
申
し
上
げ
ま

す
。

過
去
と
未
来

会
長

流
川

呉
生
（
二
十
期
）

母
校
に
思
い
を
寄
せ
て

二
〇
二
三
（
令
和
五
）
年

五
月
二
十
二
日
、
二
〇
二
三

年
度
定
例
総
会
が
母
校
会
議

室
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

加
藤
徹
会
長
の
挨
拶
に
続

き
、
臼
井
武
彦
校
長
か
ら
母

校
の
近
況
報
告
を
兼
ね
た
挨

拶
が
あ
っ
た
。

星
野
茂
氏
（
三
十
期
）
が

議
長
に
選
出
さ
れ
議
事
に
移

り
、
ま
ず
「
二
〇
二
二
年
度

事
業
報
告
」
「
二
〇
二
二
年

度
決
算
報
告
・
監
査
報
告
」

が
行
わ
れ
、
い
ず
れ
も
承
認

さ
れ
た
。

次
に
「
会
則
改
正
」
が
議

題
と
さ
れ
異
議
な
く
承
認
さ

れ
た
。
副
理
事
長
の
役
職
新

設
、
役
員
・
常
任
理
事
・
理

事
の
選
任
方
法
改
定
と
、
章

立
て
と
条
文
の
一
部
組
み
替

え
が
主
な
改
正
点
と
な
る
。

会
則
の
改
正
に
伴
う
「
委
員

会
規
則
」
の
一
部
改
正
に
つ

い
て
も
承
認
さ
れ
た
。

さ
ら
に
八
〇
周
年
記
念
事

業
準
備
委
員
会
を
八
〇
周
年

ヽ

ヽ

記
念
事
業
実
行
委
員
会
へ
と

ヽ

ヽ

改
称
な
ど
、
各
委
員
会
細
則

の
改
正
に
つ
い
て
の
確
認
、

各
委
員
会
委
員
案
が
諮
ら
れ
、

い
ず
れ
も
承
認
さ
れ
た
。

二
〇
二
三
（
令
和
五
）
年
度
定
例
総
会

〜
現
役
生
に
訊
く
、
復
活
し
た
鴻
陵
祭
〜

記
念
祝
賀
会
開
催
へ
！

新
会
長
に

流
川
呉
生
氏

日
時

２
０
２
４
年
２
月
１
８
日

日
曜
日

午
後
３
時
よ
り
午
後
５
時
ま
で

（
午
後
２
時
受
付
開
始
）

会
場

東
武
ホ
テ
ル
レ
バ
ン
ト
東
京

(

錦
糸
町
）

会
費

一
〇
〇
〇
〇
円

母
校
千
葉
県
立
国
府
台
高

等
学
校
の
前
身
で
あ
る
旧
制

市
川
市
立
中
学
校
は
、
１
９

相
続
人
の
い
な
い
記
憶
は

空
虚
だ
と
い
う
。
継
承
可
能

な
遺
産
と
し
て
遺
さ
れ
て
こ

そ
歴
史
や
伝
統
と
し
て
意
味

を
持
つ
。

母
校
創
立
八
〇
周
年
の
節

目
を
迎
え
、
同
窓
会
員
そ
れ

ぞ
れ
に
歴
史
や
伝
統
を
思
い
、

往
時
の
国
府
台
を
追
想
す
る

こ
と
だ
ろ
う
。
た
だ
、
如
何

に
鮮
烈
だ
っ
た
体
験
も
、
追

想
を
繰
り
返
し
て
い
る
だ
け

で
は
後
世
に
何
も
伝
承
さ
れ

な
い
。

一
方
、
国
府
台
の
歴
史
や

伝
統
の
相
続
人
と
は
、
現
役

の
諸
君
や
将
来
母
校
の
門
を

く
ぐ
る
で
あ
ろ
う
人
た
ち
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
学
校
で

は
、
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
、

伝
統
と
言
う
に
は
些
細
な
事

物
も
含
め
、
継
承
と
い
う
こ

と
の
困
難
に
直
面
し
た
。
直

接
伝
承
が
叶
わ
な
い
と
き
の

頼
り
は
記
録
だ
が
、
残
さ
れ

た
記
録
と
い
う
も
の
は
原
因

を
切
り
捨
て
て
結
果
の
み
を

集
積
し
た
も
の
に
な
り
が
ち

で
、
由
来
、
空
気
感
、
そ
の

裏
に
あ
る
機
微
ま
で
を
伝
え

る
こ
と
は
難
し
い
の
だ
。

過
去
と
未
来
の
結
節
点
と

し
て
、
歴
史
や
伝
統
を
相
続

可
能
な
遺
産
と
し
て
ま
と
め

相
続
人
の
た
め
に
遺
す
こ
と

—
—

そ
れ
も
ま
た
同
窓
会
の

一
つ
の
存
在
意
義
で
あ
ろ
う
。

創
立
八
十
周
年
の
創
立
記

念
日
と
な
る
二
〇
二
三
年
六

月
一
日
、
母
校
体
育
館
に
お

い
て
千
葉
県
立
国
府
台
高
等

学
校
創
立
八
〇
周
年
記
念
式

典
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

学
校
主
催
で
在
校
生
と
現

職
員
を
対
象
と
し
た
式
典
で

し
た
。

同
窓
会
か
ら
は
流
川
会
長

が
来
賓
と
し
て
招
か
れ
出
席

し
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

初
の
女
性
会
長
就
任

こ
こ
で
「
役
員
改
選
」
が

行
わ
れ
た
。
加
藤
会
長
が
健

康
上
の
理
由
で
勇
退
し
相
談

役
に
就
く
こ
と
に
な
り
、
新

会
長
に
は
流
川
呉
生
氏
（
二

十
期
）
が
選
出
さ
れ
た
。
流

川
新
会
長
は
本
会
で
は
初
の

女
性
会
長
と
な
る
。
そ
の
他

の
役
員
・
常
任
理
事
に
つ
い

て
も
そ
れ
ぞ
れ
承
認
・
信
任

を
受
け
た
。
新
設
さ
れ
た
副

理
事
長
に
は
冨
坂
友
氏
（
五

十
六
期
）
が
選
任
さ
れ
た
。

続
い
て
「
二
〇
二
三
年
度

事
業
案
」
「
二
〇
二
三
年
度

予
算
案
」
に
つ
い
て
審
議
が

行
わ
れ
、
い
ず
れ
も
異
議
な

く
承
認
さ
れ
た
。

最
後
に
新
た
に
選
出
さ
れ

た
役
員
が
一
言
ず
つ
挨
拶
し
、

総
会
を
締
め
括
っ
た
。

【
２･

３
面
に
議
事
詳
細
】

６
・
７

11・10 ８

20
期

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
優
勝
陸
上
競
技
部

レ
ジ
ェ
ン
ド
と
振
り
返
る

創
立
80
周
年
記
念
式
典

祝

創
立
８
０
周
年

申
し
込
み

期
限

２
０
２
４
年
１
月
９
日
（
火
）
ま
で

払
込
先

国
府
台
高
校
同
窓
会

郵
便
振
替

０
０
１
１
０—

０—

３
５
３
３
８
０

同
封
の
払
い
込
み
用
紙
に

住
所
・
氏
名
・
会
員
Ｉ
Ｄ
（
宛
名
シ
ー
ル
に
記
載
）

参
加
希
望
✔
印

ご
記
入
の
う
え
、
郵
便
局
に
て
払
い
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
手
数
料
は
各
自
の
ご
負
担
で
お
願
い
し
ま
す
。

お
早
目
に
お
申
し
込
み
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

鴻
陵
祭
で
あ
い
ま
し
た
２
０
２
３

４年ぶり
正 常 化

国
府
台
高
等
学
校
８
０
年
の
歴
史

通
り
記
念
祝
賀
会
を
開
催
す

る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

同
窓
会
と
し
て
こ
の
よ
う

４
３
年
（
昭
和
１
８
年
）
に

創
立
さ
れ
ま
し
た
。
２
０
２

３
年
は
８
０
周
年
の
節
目
と

な
り
ま
す
。

母
校
創
立
８
０
周
年
に
あ

た
り
、
同
窓
会
で
は
別
掲
の

千
葉
県
立
国
府
台
高
等
学
校

創
立
８
０
周
年
記
念
祝
賀
会

な
大
き
な
催
事
は
十
年
に
一

度
の
も
の
と
な
り
ま
す
。
こ

の
機
会
に
一
堂
に
集
い
、
母

校
の
歴
史
と
未
来
を
讃
え
、

盛
大
に
祝
う
と
と
も
に
、
恩

師
や
鴻
陵
生
と
旧
交
を
温
め

ま
し
ょ
う
。
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会則改正
主な改正点 副理事長職の新設をはじめとする役員
に関する規定 理事および常任理事に関する規定
理事会、常任理事会に関する規定 など
（章および条文の組み換えがあったため全文を掲載）

千葉県立国府台高等学校同窓会会則
第1章総則

[名称]
第1条本会は、千葉県立国府台高等学校同窓会(鴻陵会)と
称する。
[所在]
第2条本会は、事務所を千葉県立国府台高等学校（母校）
におく。
[目的]
第3条本会は、会員相互の親睦を計り、母校を後援し、そ
の充実発展を期することを目的とする。

[事業]
第4条本会は、次の事業を行なう。
1. 会員台帳の管理
2. 会報の発行
3. 母校支援
4. その他目的遂行に必要な一切の事業

[会員]
第5条本会は、正会員および特別会員により組織される。
2 正会員は次の者とする。
1. 千葉県立国府台高等学校卒業生
2. 千葉県立国府台高等学校葛南分校卒業生
3. 市川市立国府台高等学校卒業生
4. 市川市立国府台中学校卒業生
5. 市川市立国府台高等学校併設中学校卒業生のうち入
会を希望し、会長が認めた者

6. 市川市立高等女学校併設中学校卒業生のうち入会を
希望し、会長が認めた者

7. 前各号に掲げた学校の中途退学者のうち入会を希望
し、会長が認めた者

3 特別会員は、次の者とする。
1. 母校現職員
2. 母校旧職員
3. 本会に於いて特に推薦された者

第2章総会
[総会の権限]
第6条本会の最終意思決定は総会に於いて行なう。
[定例総会]
第7条定例総会は毎年1回、原則として5月第4日曜日に開
催する。
2 定例総会に於いては、次の事項につき議決を行なうもの
とする。
1. 事業報告
2. 決算会計報告
3. 監査報告
4. 事業案
5. 予算案

[臨時総会]
第8条会長および理事会が必要と認めたときは、臨時総会
を開催することができる。

第3章理事会
[理事会の構成]
第9条理事会は、本会の役員および理事により構成される。
ただし、理事長は特に必要と認めた者をオブザーバーと
して臨席させることができる。
[定例理事会]
第10条定例理事会は毎年1回開催する。
2 定例理事会に於いては、定例総会に提出すべき議案につ
いて審議を行なうものとする。
[臨時理事会]
第11条常任理事会が必要と認める場合には、臨時理事会
を開催することができる。

第4章常任理事会
[常任理事会の構成]
第12条常任理事会は、会長、副会長、理事長、副理事長、
常任理事、会計および書記により構成される。ただし、
理事長は特に必要と認めた者をオブザーバーとして臨席
させることができる。
[常任理事会の権限]
第13条常任理事会は、本会の一般事務を処理する他、次
の任にあたる。
1. 本会の運営方針を策定すること
2. 本会の事業につき企画立案を行なうこと
3. 各委員会の活動を掌理し、調整を図ること

2 常任理事会に於いて決定された事項は、理事会の承認を

得て総会の議案とすることができる。
[常任理事会の開催]
第14条常任理事会の開催は会長の承認による。

第5章理事および常任理事
[理事]
第15条本会に、理事をおく。
2 理事は本会と各会員の間の会務を掌り連絡にあたる。
3 理事は次の各号に該当する者を理事長が委嘱し、総会に
於いて承認を得るものとする。
1. 各卒業期の代表
2. 葛南分校の代表
3. 理事長は会務の遂行のため必要と認める場合に、若
干名の理事を指名することができる。ただし、全理
事の1割を超えることはできない。

[常任理事]
第16条本会に常任理事若干名を置く。
2 常任理事は、会の業務を遂行し、会の運営に資する。
3 常任理事は、理事会の互選により、総会に於いて信任を
得るものとする。
[理事および常任理事の任期]
第17条本会の理事および常任理事の任期は承認または信
任を受けた日より2年間とし、再任を妨げない。ただし、
任期が満了した場合、次期の役員が選任されるまでの間
引き続きその職務を行うものとする。
2 補欠の任期は、前任者の残任期間とする。

第6章名誉職
[名誉会長・相談役・顧問]
第18条本会には、名誉会長、相談役および顧問をおくこ
とができる。
2 名誉会長、相談役および顧問は、会長が委嘱すること
ができる。

第7章役員
[会長]
第19条本会に会長1名をおく。
2 会長は本会を代表するとともに、会務を統括する。
3 会長は、理事会で指名し、総会に於いて承認を得るもの
とする。
[副会長]
第20条本会に副会長2名以上4名以内をおく。
2 副会長は会長を補佐し、会長に事故ある場合は会長に代
わりその職務を行なう。
3 副会長は、理事会で指名し、総会に於いて承認を得るも
のとする。
[理事長]
第21条本会に理事長1名をおく。
2 理事長は会務を掌る。
3 理事長は、理事会の互選により、総会に於いて承認を得
るものとする。
[副理事長]
第22条本会に副理事長をおく。
2 副理事長は理事長を補佐し、理事長に事故ある場合は理
事長に代わりその職務を行なう。
3 副理事長は、理事会の互選により、総会に於いて承認を
得るものとする。
[書記]
第23条本会に書記2名をおく。
2 書記は本会の各会議の議事を記録する。
3 書記は、常任理事の中から理事会で指名し、総会に於い
て信任を得るものとする。
[会計]
第24条本会に会計2名をおく。
2 会計は本会の金銭出納を管理する。
3 会計は、常任理事の中から理事会で指名し、総会に於い
て信任を得るものとする。
[監査]
第25条本会に監査2名をおく。
2 監査は会計の出納管理を監査する。
3監査は、理事会で指名し、総会で承認を得るものとする。
4 監査は、会計と兼任することができない。
[役員の任期]
第26条本会の役員の任期は承認または信任を受けた日よ
り2年間とし、再任を妨げない。ただし、任期が満了し
た場合、次期の役員が選任されるまでの間引き続きその
職務を行うものとする。
2 補欠役員の任期は、前任者の残任期間とする。

第8章委員会
[委員会]
第27条本会の事業を円滑かつ恒常的に遂行するため、委
員会をおくことができる。
[委員会規則]
第28条委員会は、委員会規則に基づき設置および改廃さ

れる。
2 委員会規則の制定および改廃は総会の承認を得なければ
ならない。

第9章会計
[会計処理]
第29条本会の会計処理に関する事項は、総会の承認を得
ることとする。
[会計年度]
第30条本会の会計年度は、4月1日より翌年3月31日まで
とする。
[会費]
第31条正会員は、入会時に終身会費3,000円を納入する。

第10章会則の改廃
[会則の改廃]
第32条この会則の改廃は、総会に於ける出席者の3分の2
以上の多数決によらなければならない。

第11章補則
[議決の方法]
第33条本会の議事運営は、この会則に特に定めのある場
合を除き、会議の一般原則によることとする。
2 本会の会議に於ける議決は、この会則に特に定めのある
場合を除き、出席者の過半数による。
[施行]
第34条本会則は平成7年5月28日、全面改正により施行す
る。
2 本会則は平成8年5月27日、一部改正により施行する。
3本会則は平成12年5月28日、一部改正により施行する。
4本会則は平成16年5月23日、一部改正により施行する。
5本会則は平成20年5月25日、一部改正により施行する。
6本会則は平成28年5月22日、一部改正により施行する。
7本会則は平成29年5月28日、一部改正により施行する。
8 本会則は令和2年8月30日、一部改正により施行する。
9 本会則は令和5年5月28日、改正施行する。

役員および常任理事
会長
流川 呉生（20） 新任

副会長
藤原 孝夫（葛南7・葛南の会会長）
星野 茂（30） 新任
飯田 幸治（35） 新任
高橋 亮平（47） 新任

80周年記念事業実行委員長

理事長
高橋 亮平（47） （副会長と兼任）

副理事長 （新設）
冨坂 友（56） 新任 広報委員長

会計
池田 由紀子（20） 新任
三上 勝伸（35） 新任 ※国府台高校教諭

書記
飯田 裕（20）
高橋 道乃（36） 新任 個人情報管理委員長

監査
村越 由美（25） 新任
小池（上野） 優香里（60）

常任理事
田中 愛子（9）
青山 旭（葛南10 葛南の会幹事長）
石引 美貴（葛南11 葛南の会副会長）
竹内 喜忠（14）
倉島 俊和（23）
榎本 弘良（29）
石橋 達平（44）
湯浅 将史（52）
藤河 慶典（54）

相談役
井尾 成海（3）
伊能 重憲（9）
加藤 徹（18） 新任
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2022(令和4)年度 事業報告

母校支援
部活動遠征等支援
課外活動壮行奨励制度 【詳細９面参照】

鴻陵会表彰 【詳細９面参照】
その他 生徒会助成等
会報全会員送付・賛助金募集
２０２２年１１月に会報4１号を発行
全会員に送付し、あわせて賛助金を募集
鴻陵祭展示
（コロナ禍の影響により鴻陵祭は限定公開）
同窓会参加は中止

その他
第７７回入学式（2022年4月）
第７５回卒業式（2023年3月）
※コロナ禍の影響により来賓は不参加
同窓会入会式・鴻陵会表彰表彰式（2023年3月）
※コロナ禍の影響により学校が代理実施
総会2022年5月22
理事会2022年5月14日
常任理事会 5回開催

会報（第4１号）の編集・発行
ＷＥＢサイト・ＳＮＳアカウントの管理運営

同窓会会員台帳の更新
同窓会入会フォームを基に新卒会員（74期生）

の登録
会報の発送先の精査
個人情報保護法対策
会員台帳管理方法の改善

８０周年記念事業に関する準備・検討
学校・PTAとの「創立80周年記念事業実行委員会」
第３回 2022年7月19日
第４回 2022年8月5日 （回数は昨年度からの通算）

２回の実行委員会に参加
2022年10月1日付、同窓会加藤会長、国府台高
等学校校長、国府台高校ＰＴＡ会長の連名により
「9月30日をもって創立80周年記念事業実行委員
会を解散した」との連絡が各委員に届く

旅行部
同窓生による旅行を計画したが、コロナ禍の影響
で中止

2023(令和5)年度 事業案

母校支援
部活動支援
課外活動壮行奨励制度
上位の地方大会（関東大会等）全国大会に
進出した団体の支援

鴻陵会表彰
受賞者に賞状と副賞（記念品）を授与
その他
生徒会助成、生徒会との意見交換等
コロナ禍における在校生支援の仕組みの検討
会報全会員送付・賛助金募集
２０２３年１１に会報４２号を発行
全会員に送付し、あわせて賛助金を募集
鴻陵祭展示
同窓会として参加する。
内容はコロナ禍等の状況により対応

その他
学校行事等への役員出席など
※コロナ禍の影響により未定

会報（第４２号）の編集・発行
ＷＥＢサイト・ＳＮＳアカウント・動画サイト等
の管理運営

同窓会会員台帳の更新
同窓会入会フォームを基に新卒会員（７５期生）

の登録
会報の発送先の精査
各期理事を通じての調査

個人情報保護法対策
会員台帳管理方法の改善

(記念事業準備委員会から改称）
80周年記念事業の検討・実施
80周年記念祝賀会の開催
2024年2月18日(日) 15：00～17：00
東武ホテルレバント東京 (錦糸町)

2022(令和4)年度一般会計決算報告
1.収入の部
項目 予算額 収入済み額 予算超過額 摘要

会費 942,000 942,000 0 ￥3,000×314人
前年度繰越金 329,672 329,672 0 前年度繰越金
特別会計より 0 0 0
雑収入 328 8 -320 利息
賛助金 1,400,000 1,317,298 82,702 （ゆうちょ2023/3/31）

計 2,619,630 2,588,978 83,022

2.支出の部
項目 予算額 支払い済み額 予算超過額 摘要

運営費 130,000 61,039 68,961
会議費 20,000 11,480 8,520 会議費･資料印刷費
事務費 20,000 1,980 18,020 振り込み手数料
通信費 10,000 0 10,000
交通費 70,000 44,429 10,682
総会費 10,000 3,150 -10,000
母校支援費 320,000 330,180 -10,1800
卒業記念品代 100,000 99,735 265
生徒会助成金 50,000 50,000 0
課外活動壮行奨励費 80,000 110,000 30,000
鴻陵会表彰 90,000 70,445 19,555
委員会活動費 520,000 385,435 134,565
広報委員会 500,000 385,435 114,565 会報印刷費･サーバー代
個人情報管理委員会 10,000 0 10,000
80周年準備委員会 10,000 0 10,000
鴻陵祭 0 0 0
会報封入発送 1,400,000 1,341,263 58,737
事業費 150,000 0 150,000
特別積立 0 0 300,000
予備費 152,000 0 152,000
次年度繰越金 471,061 141,389

計 2,672,000 2,588,978 83,022

2022(令和4)年度 特別会計決算報告
1.収入の部
項目 予算額 収入済み額 予算超過額 摘要

前年度繰越金 2,709,333 2,709,333 0
積立金 0 0 0
雑収入 667 17 -650
賛助金 0 0 0

計 2,710,000 2,709,350 -650

2.支出の部
項目 予算額 支払い済み額 予算超過額 摘要

80周年記念事業特別会計へ 1,500,000 0 -1,500,000
次年度繰越金 1,210,000 2,709,350 1,499,350

計 2,710,000 2,709,350 -650

2023(令和5)年度 一般会計予算
1.収入の部
項目 予算額 前年度予算額 前年度との差額 摘要

会費 915,000 942,000 -27,000 ￥3,000×305人
前年度繰越金 471,061 329,672 141,389
特別会計より 1,500,000 0 1,500,000
雑収入 939 328 611
賛助金 1,400,000 1,400,000 0

計 4,287,000 2,672,000 1,615,000

2.支出の部
項目 予算額 前年度予算額 前年度との差額 摘要

運営費 1600,000 1,530,000 70,000
会議費 30,000 20,000 10,000 会議費･資料印刷費
事務費 20,000 20,000 0 振り込み手数料
通信費 1,400,000 1,410,000 -10,000 ※会報封入発送費を統合

交通費 70,000 70,000 70,000
総会費 10,000 10,000 0

母校支援費 320,000 320,000 0
卒業記念品代 100,000 100,000 0
生徒会助成金 50,000 50,000 0
課外活動壮行奨励 80,000 80,000 0
鴻陵会表彰 90,000 90,000 0

委員会事業費 2,110,000 520,000 1,590,000
広報委員会 600,000 500,000 100,000 会報印刷費、サーバ代
個人情報管理委員 10,000 10,000 0
80周年実行委員会 1,500,000 10,000 1,490,000 80周年記念事業費含む

鴻陵祭 0 0 0
特別積立 0 0 0
事業費 150,000 150,000 0
予備費 107,000 152,000 -45,000

計 4,287,000 2,672,000

2022(令和4)年度 特別会計予算
1.収入の部
項目 予算額 前年度予算額 前年度との差額 摘要

前年度繰越金 2,709,350 2,709,333 17
積立金 0 0 0
雑収入 650 667 -17
賛助金 0 0 0

計 2,710,000 2,710,000 0

2.支出の部
項目 予算額 前年度予算額 前年度との差額 摘要

80周年記念事業特別会計へ 1,500,000 1,500,000 0
次年度繰越金 1,210,000 1,210,000 0

計 2,710,000 2,710,000 0

本部

広報委員会

個人情報管理委員会

８０周年記念事業準備委員会

本部

2023(令和5)年度定例総会議事

広報委員会

個人情報管理委員会

８０周年記念事業実行委員会

サークル活動

５月２６日 日曜日 午前１０時
於 国府台高校

会員どなたでもご参加いただけます。

2024(令和6)年度 定例総会
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石
井
実

熊
谷
俊
一

東
條
保
典

永
塚
博
達

澤
田

友
佳

髙
木
保

土
屋
雄
三

土
屋
五
百
子

長
谷
川
景
子

天
野
和
代

稲
葉
あ
や
子

永

澤
京
子

【
21
】
宮
本
仁
志

相
澤
令
子

畑
卓

松
田
和
夫

増
山
佐
代

子

高
橋
俊
治

江
崎
道
子

山
本
正
博

桑
原
裕
子

多
田

光【
22
】
田
中
孝
夫

松
丸
裕
一

石
川
恵
美
子

松
岡
淳

笠
野

昌
樹

兼
子
直
孝

矢
作
宏

田
村
裕
子

井
上
邦
夫

西
岡

晶
子

小
倉
和
幸

織
田
透

熊
岡
敏
夫

寺
西
薫

大
澤
節

子

山
下
幸
治

川
端
貴
代
志

野
村
誠

横
尾
幸
子

小
田
勝

正

加
瀬
友
喜

藤
井
暢
純

松
井
重
喜

村
山
美
枝
子

【
23
】
松
岡
秀
明

森
本
利

中
島
行
雄

小
林
丈
文

丞
村

宏

秋
葉
滋

原
田
恵
津
子

田
口
幸
夫

大
久
保
進

河
西

紀
美
子

島
根
澄
江

沖
野
雄

司

倉
島
俊
和

日
野
浩
光

【
24
】
川
上
伸
児

柴
田
則
夫

川
上
美
紀
子

【
25
】
泉
澤
祐
治

髙
橋
良
子

萩
原
靖
昭

桜
井
新
也

国
分

智

松
田
恵
子

髙
橋
清

萩

原
剛

川
畑
雅
史

中
村
正
樹

（
二
〇
二
二
年
四
月
〜

二
〇
二
三
年
六
月
）

会
員
有
志
の
方
々
か
ら
賛
助

金
に
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た
。

ご
協
力
に
感
謝
！

第
一
回
は
還
暦
を
迎
え
た

二
十
年
前
に
、
第
二
回
は
出

会
い
か
ら
六
十
年
を
記
念
し

て
四
年
前
、
そ
し
て
今
回
は

母
校
と
同
年
の
八
十
歳
を
記

念
し
て
、
第
三
回
の
十
四
期

生
同
窓
会
を
企
画
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
の
弱
ま
っ
た
七
月

七
日
、
暑
さ
真
っ
盛
り
の
銀

座
の
真
ん
中
、
ラ
イ
オ
ン
ビ

ア
ホ
ー
ル
の
一
室
に
二
十
余

名
が
集
い
ま
し
た
。

遠
く
静
岡
や
市
原
か
ら
も

参
加
、
孫
に
付
き
添
わ
れ
た

車
い
す
で
の
来
場
。
幹
事
が

市
川
市
の
海
外
視
察
や
急
病

で
欠
席
な
ど
あ
り
ま
し
た
が

爺
婆
張
り
切
っ
て
集
合
。

静
謐
な
中
で
先
立
た
れ
た

旧
友
へ
の
黙
祷
を
捧
げ
、
プ

レ
ミ
ア
ム
ビ
ー
ル
と
料
理
で

開
宴
。
各
人
に
一
〜
二
分
で

「
八
十
歳
ま
で
の
わ
が
人
生
」

の
ス
ピ
ー
チ
を
お
願
い
し
た

ら
、
こ
れ
か
ら
の
時
間
を
ど

う
使
い
た
い
か
な
ど
皆
さ
ん

は
熱
い
思
い
を
語
り
、
予
定

時
間
を
大
幅
に
超
過
し
て
の

大
盛
況
。
席
を
交
換
し
合
っ

て
の
交
流
も
ク
ラ
ス
の
枠
を

超
え
た
豊
か
な
時
間
に
な
り

満
足
し
て
も
ら
え
ま
し
た
。

幹
事
か
ら
は
フ
リ
ー
参
加

の
七
夕
会
合
毎
年
開
催
の
提

案
。
さ
ら
に
我
々
は
米
寿
の

祝
い
を
母
校
国
府
台
高
校
と

と
も
に
元
気
で
迎
え
よ
う
と

訴
え
、
誓
い
合
い
ま
し
た
。

14
期
（
１
９
６
２
年
卒
）

傘
寿
の
集
い

80
代
を
た
の
し
ん
で

四
十
三
期
生
は
、
十
三
年

ぶ
り
の
学
年
同
窓
会
を
二
〇

二
三
年
五
月
二
〇
日
市
川
グ

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開
催
し
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
三
年
間

企
画
の
中
断
を
余
儀
な
く
さ

れ
ま
し
た
が
、
「
や
っ
と
会

え
る
ね
。
笑
顔
で
再
会
し
よ

う
！
」
を
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

に
参
加
を
募
り
、
約
一
〇
〇

名
の
方
に
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
。

一
次
会
は
、
幹
事
代
表
の

鈴
木
輝
重
君
（
八
組
・
ラ
グ

ビ
ー
部
）
に
よ
る
乾
杯
挨
拶

で
開
会
。
ク
ラ
ス
ご
と
の
写

真
撮
影
の
後
、
十
二
名
の
方

に
よ
り
笑
い
あ
り
感
動
あ
り

の
ゲ
ス
ト
ト
ー
ク
が
披
露
さ

れ
、
会
場
は
大
変
な
熱
気
と

笑
顔
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
最

後
は
、
残
念
な
が
ら
出
席
が

叶
わ
な
か
っ
た
仲
間
に
も
思

い
を
馳
せ
つ
つ
、
次
回
七
年

後
の
再
会
を
誓
い
合
い
閉
会

と
な
り
ま
し
た
。

今
回
参
加
い
た
だ
い
た
四

十
三
期
生
の
皆
さ
ま
、
ま
た

の
再
会
の
日
ま
で
ど
う
か
お

元
気
で
！
ま
た
、
こ
の
記
事

を
ご
覧
に
な
ら
れ
た
四
十
三

期
生
の
方
で
次
回
同
窓
会
の

案
内
が
欲
し
い
、
ま
た
同
期

と
つ
な
が
り
を
も
ち
た
い

（
学
年
全
体
、
ク
ラ
ス
ご
と

の
グ
ル
ー
プ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
あ
り
）

な
ど
ご
希
望
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
グ
ル
ー

プ
ア
ド
レ
ス

kounodai91@
gm
ail.com

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

山
川
未
来
夫

最
後
に
書
道
家
の
幹
事
作

の
横
断
幕
を
囲
ん
で
記
念
撮

影
し
、
和
や
か
な
う
ち
に
八

十
代
突
入
記
念
の
宴
を
閉
じ

ま
し
た
。

鈴
木
隆
夫

43
期
（
１
９
９
１
年
卒
）

同
期
会

や
っ
と
笑
顔
で

浅
野

誠
（
3
）

卒
寿
（
九
十
才
）
を
迎
え

ま
し
た
。
元
気
に
し
て
お
り

ま
す
。
国
府
台
高
校
在
学
中

の
三
年
間
バ
レ
ー
部
で
鍛
え

た
健
康
の
お
陰
か
と
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。

皆
藤

光
雄
（
3
）

三
期
会
趣
味
の
会
残
金
を

賛
助
金
と
し
て
送
り
ま
す
。

小
川

治
（
5
）

「
く
す
り
の
福
太
郎
」
を

創
業
し
て
六
十
六
年
を
迎
え

ま
す
。
今
も
現
役
で
頑
張
っ

て
お
り
ま
す
。

河
野

稔
（
6
）

創
立
記
念
式
典
参
加
を
目

指
し
諸
兄
姉
に
逢
え
る
よ
う
、

こ
の
一
年
身
体
回
復
に
努
め

た
い
と
思
い
ま
す
。

斎
藤

純
生
（
6
）

高
齢
者
に
相
応
な
住
居
を

捜
索
し
て
居
り
ま
し
た
が
、

幸
い
近
隣
の
市
内
の
小
山
に

格
好
な
マ
ン
シ
ョ
ン
の
空
室

が
あ
り
二
〇
二
二
年
十
月
に

転
居
し
ま
し
た
。

河
内

賢
隆
（
6
）

お
世
話
に
な
っ
た
先
生
方

の
姿
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。

村
上
、
塚
本
、
立
原
、
矢

野
、
釜
山
先
生
方
。

平
賀

祥
元
（
7
）

二
〇
二
三
年
は
創
立
八
十

周
年
記
念
式
典
を
！

さ
ら
に
七
期
生
は
八
十
八

才
の
米
寿
を
迎
え
る
の
で
重

ね
て
の
喜
び
で
あ
る
。

ま
た
、
昭
和
二
十
八
年
に

有
志
を
も
っ
て
バ
ス
ケ
ッ
ト

部
を
立
ち
上
げ
た
事
な
ど
、

懐
か
し
く
思
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

渡
辺

ヱ
イ
子
（
7
）

日
々
な
ん
と
か
生
き
て
い

ま
す
。
感
謝
で
す
。

奥
田

和
子
（
9
）

元
気
で
す
。
常
夜
燈
句
会

で
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

強
か
っ
た
卓
球
部
が
な
い

の
が
残
念
！

田
中

愛
子
（
9
）

生
ま
れ
育
っ
た
行
徳
で
ま

だ
根
っ
こ
を
の
ば
し
て
い
ま

す
。
町
づ
く
り
協
議
会
役
員
、

行
徳
文
化
懇
談
会
、
そ
し
て

令
和
五
年
に
行
徳
小
学
校
百

五
十
周
年
、
忙
し
く
動
い
て

い
る
の
で
元
気
で
す
。

鈴
木

武
久
（
10
）

年
月
の
経
つ
の
は
早
い
も

の
で
、
悪
ガ
キ
の
鈴
木
も
こ

こ
で
八
十
三
年
を
迎
え
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
好
き
な
花
（
さ

つ
き
、
つ
つ
じ
、
水
仙
）
の

手
入
れ
等
で
過
し
て
い
き
た

い
で
す
。
又
、
コ
ロ
ナ
禍
の

早
期
終
息
を
願
っ
て
い
ま
す
。

45
期
（
１
９
９
３
年
卒
）

同
期
会

２
０
２
３
年
11
月
19
日

（
日
）
開
催
予
定
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【
26
】
末
廣
左
千
子

渡
辺
幸

保

小
谷
祐
一

秋
葉
美
江

宮
本
文
彦

【
27
】
遠
藤
悟

清
水
絹
代

植
草
勉

瀧
口
宏

新
橋
孝
久

木
下
陽
子

小
関
恵
理
子

橋

本
則
子

【
28
】
内
藤
和
夫

石
本
恵
理

金
澤
美
智
子

讃
岐
田
恵
美

稲
富
徹

日
比
典
子

冨
永
敦

子

古
地
庸
子

松
丸
ち
づ
る

多
田
真

河
野
尚
美

小
澤
裕

紀
子

堀
切
伸
一

髙
野
容
子

岡
田
寿
美
子

森
真
由
子

【
29
】
井
崎
真
理
子

平
井
ま

ゆ
み

森
山
厚
子

【
30
】
大
平
英
俊

岡
野
順
子

髙
木
英
三
子

【
31
】
筒
井
ま
さ
子

落
合
幸

子

塚
本
浩
司

山
口
眞
弓

【
32
】
武
者
弥
生

田
中
郁
子

松
浦
重
明

谷
口
尚
範

相
原

一
仁

清
水
博
之

多
田
泰
久

久
保
田
薫

須
賀
京
子

稲
田

淳
子

多
田
く
み
子

【
33
】
高
橋
義
則

野
村
誠
人

坂
井
眞

【
35
】
加
藤
一
美

鈴
木
貴
志

福
田
正
章

中
村
雅
美

保
田

広
安

小
林
和
広

髙
橋
み
ど

り

大
森
修
子

【
36
】
小
林
昌
義

丸
山
誠
一

小
林
雅
子

押
切
信
幸

【
37
】
石
井
博
之

大
谷
清
美

田
畑
恵
子

【
38
】
猪
野
周
九

渡
辺
祥
子

西
村
幸
子

【
39
】
石
田
基
明

稲
嶺
健

荒
井
歩

【
40
】
田
中
寛
子

【
42
】
榛
村
道
輝

翠
川
雄
一

朗【
43
】
佐
野
直
人

【
44
】
平
賀
祥
文

【
45
】
橋
本
華
恵

【
46
】
中
川
清
輝

【
48
】
石
川
紗
樹

【
52
】
鈴
木
由
香
梨

小
黒
ゆ

か
り

川
島
健

高
木
佑
樹

【
54
】
宮
路
梨
恵
子

【
57
】
小
林
大
陸

梅
澤
研
人

【
59
】
花
田
遥
香

【
60
】
栗
山
沙
織

金
井
伊
織

【
67
】
岡
田
梓
沙

【
73
】
國
司
裕
一
郎

【
葛
南
1
】
佐
藤
武

須
賀
常

吉【
葛
南
６
】
矢
嶋
弘
子

【
葛
南
８
】
末
次
治
子

【
葛
南
11
】
石
引
美
貴

【
葛
南
12
】
宮
下
ノ
ブ
子

【
葛
南
17
】
大
久
保
明
美

【
葛
南
18
】
武
田
芳
人

【
葛
南
19
】
須
永
富
美
子

【
恩
師
】
鬼
島
正
和

石
本
剛

大
木
忠
郎

松
澤
妙
子

柾
谷

明

松
本
健

長
澤
淑
夫

長

澤
ゆ
み
子

酒
井
健
一

冨
永

勝
子

関
信
夫

條
冬
樹

稲

田
正
興
（
32
）

（
二
回
振
込
九
名
・
匿
名
一
名
）

延
四
二
七
名

櫻
井

壽
一
（
10
）

楽
し
い
人
生
の
た
め
に
健

康
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
毎
日

で
す
が
、
死
ん
で
た
ま
る
か
！

負
け
て
た
ま
る
か
の
超
元
気

で
す
。

山
田

敏
明
（
11
）

コ
ロ
ナ
禍
の
一
日
も
早
い

終
息
を
願
い
、
六
十
年
前
の

校
舎
を
早
く
見
に
行
き
た
い
。

沖
縄
在
住
の
級
友
比
嘉
久

治
君
に
本
会
報
を
送
付
し
て

ほ
し
い
旨
連
絡
し
て
お
り
ま

す
が
十
二
月
十
二
日
現
在
届

い
て
い
な
い
と
の
事
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

比
嘉

久
治
（
11
）

十
一
期
生
三
年
一
組
の
比

嘉
久
治
で
す
。

山
田
敏
明
君
の
努
力
で
手

続
き
が
で
き
感
謝
し
て
い
ま

す
。復

帰
前
の
ド
ル
時
代
に
沖

縄
か
ら
母
校
に
転
校
し
て
楽

し
い
学
生
生
活
を
送
り
ま
し

た
。
四
、
五
年
前
に
母
校
の

横
断
幕
を
見
て
感
激
し
ま
し

た
。
母
校
の
発
展
を
沖
縄
か

ら
祈
っ
て
い
ま
す
。

柴
田

矩
雄
（
11
）

卒
業
し
て
六
十
三
年
、
八

十
才
に
な
っ
て
今
ま
で
病
気

も
せ
ず
薬
も
飲
ま
な
い
人
が

二
〇
二
二
年
十
月
ヘ
ル
ニ
ア

と
脊
柱
管
骨
折
の
手
術
二
回

あ
り
、
そ
の
時
に
何
度
も
血

液
検
査
を
し
た
ら
非
常
に
き

れ
い
だ
と
の
事
。
た
ぶ
ん
二

十
数
年
オ
リ
ー
ブ
油
を
欠
か

さ
ず
飲
ん
で
い
る
の
が
薬
と

思
っ
た
。

藤
井

寛
子
（
11
）

役
員
の
皆
様
に
は
コ
ロ
ナ

禍
の
中
お
世
話
様
で
す
。
母

校
と
ほ
ぼ
同
年
（
令
和
四
年

で
八
十
一
才
）
。
当
時
の
い

ろ
い
ろ
な
行
事
や
同
期
生
と

の
思
い
出
が
沢
山
あ
り
ま
す
。

白
黒
写
真
で
す
が
い
つ
見
て

も
懐
か
し
い
で
す
。

松
浦
三
津
子
（
11
）

三
十
三
回
全
日
本
高
校
・

大
学
ダ
ン
ス
フ
ェ
ル
テ
ィ
バ

ル
出
場
と
の
こ
と
、
今
後
も

応
援
し
て
い
ま
す
。
三
十
四

回
で
孫
た
ち
が
文
部
科
学
大

大
臣
賞
を
も
ら
っ
た
の
で
、

親
し
み
を
感
じ
ま
し
た
。

秋
本

幹
雄
（
12
）

元
気
で
や
っ
て
い
ま
す
。

山
崎

壽
子
（
12
）

終
の
棲
家
へ
転
居
し
ま
し

た
。

杉
山

徹
宗
（
12
）

私
の
名
前
は
徹
宗
で
す
。

撤
宗
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

髙
木

召
子
（
12
）

旧
姓
小
熊
で
す
。
八
十
周

年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

十
二
期
生
そ
ろ
そ
ろ
八
十
一

才
に
な
り
ま
す
。
孫
は
六
才

と
三
才
、
ま
る
で
曽
孫
で
す

が
か
わ
い
く
て
、
か
わ
い
く

て
こ
の
子
た
ち
の
成
長
を
見

る
た
め
長
生
き
し
た
い
で
す
。

今
の
と
こ
ろ
ど
こ
と
言
っ
て

病
気
も
な
い
の
で
す
が…

岩
瀬

久
美
（
13
）

四
十
一
号
に
乗
っ
て
い
る

名
前
は
美
で
な
く
久
美
で
す
。

久
が
抜
け
て
い
ま
し
た
。
よ

ろ
し
く
！

佐
野

眞
代
（
14
）

関
川
浩
一
先
生
（
英
語
科
）

と
の
お
別
れ
、
仲
良
し
の
ク

ラ
ス
メ
ー
ト
も
次
か
ら
次
へ
。

こ
の
頃
は
病
院
と
仲
良
く
な

っ
て
い
ま
す
。
創
立
八
十
周

年
、
私
た
ち
と
同
じ
年
、
楽

し
く
愉
快
な
八
十
代
へ
ゴ
ー

ゴ
ー
。

秋
山

喜
義
（
14
）

令
和
四
年
九
月
五
日
三
年

五
組
恩
師
勝
輝
夫
先
生
我
が

ク
ラ
ス
七
名
程
参
列
し
ご
家

族
の
方
々
と
思
い
出
を
語
り

懐
か
し
か
っ
た
。
先
生
の
ご

冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

中
村

賢
一
（
14
）

二
〇
二
二
年
八
月
に
、
恩

師
、
勝
輝
夫
先
生
が
亡
く
な

り
ま
し
た
。
九
十
八
才
の
天

寿
を
全
う
さ
れ
ま
し
た
。
お

元
気
な
こ
ろ
は
、
旧
三
年
五

組
の
ク
ラ
ス
会
の
際
に
は
必

ず
参
加
さ
れ
、
話
題
は
い
つ

も
満
載
で
し
た
。
（
合
掌
）

ま
た
、
二
〇
二
三
年
は
母

校
創
立
八
十
周
年
、
同
じ
く

十
四
期
の
我
々
も
粗
方
傘
寿

を
迎
え
ま
す
。

佐
々
木

三
枝
子
（
15
）

昔
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

お
送
り
頂
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

染
谷

昭
一
（
15
）

健
康
維
持
を
兼
ね
て
昨
年

よ
り
房
総
の
低
山
歩
き
を
始

め
ま
し
た
。
月
に
一
〜
二
回

の
ペ
ー
ス
で
二
十
回
程
登
り

ま
し
た
が
山
の
中
で
会
う
の

は
猪
、
猿
、
鹿
、
キ
ョ
ン
、

ハ
ク
ビ
シ
ン
、
山
ヒ
ル
ば
か

り
で
登
山
客
に
は
一
度
も
会

わ
ず
静
か
な
山
行
を
楽
し
ん

で
い
ま
す
。

宮
田

実
（
15
）

今
年
（
二
〇
二
二
年
）
は

茶
道
教
授
歴
五
十
年
に
な
り

ま
し
た
。
も
う
少
し
頑
張
り

ま
す
。

渡
邊

敏
子
（
15
）

喜
寿
を
迎
え
、
楽
し
か
っ

た
高
校
時
代
を
な
つ
か
し
く

思
い
出
し
て
お
り
ま
す
。

小
倉

俊
昭
（
16
）

誌
面
削
減
な
の
で
し
ょ
う

か
。
友
人
・
知
人
の
一
言
が

無
く
な
り
見
ら
れ
ず
残
念
で

す
。
お
元
気
で
す
よ
ネ
。
仕

方
な
い
事
で
す
が
楽
し
み
な

コ
ー
ナ
ー
が
消
え
て
寂
し
い

限
り
で
す
。

黒
川

公
子
（
16
）

最
近
で
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
カ

ッ
プ
ス
の
ラ
イ
ブ
を
恵
比
寿

ガ
ー
デ
ン
プ
レ
イ
ス
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。

福
田

幸
子
（
17
）

毎
年
同
窓
会
会
報
を
お
送

り
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

野
本

と
も
子
（
17
）

会
長
、
理
事
、
委
員
の
み

な
さ
ま
お
世
話
様
で
す
。
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
年
ご

と
に
知
っ
て
い
る
お
名
前
が

少
な
く
な
り
さ
び
し
い
で
す
。

中
嶌

和
子
（
18
）

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

内
田

明
代
（
18
）

「
極
真
空
手
」
を
習
い
始

め
ま
し
た
。
殴
っ
た
り
、
け

っ
た
り
快
感
で
す
。

福
地

幹
男
（
18
）

賛
助
金
協
力
者
の
名
前
、

幹
男
が
幹
雄
に
な
っ
て
い
ま

す
！
誤
り
で
す
。

松
丸

伸
一
郎
（
18
）

Ｊ
Ｒ
市
川
駅
北
口
で
弁
護

士
事
務
所
を
開
設
し
て
お
り

ま
す
。

寄
本

義
一
（
18
）

一
般
社
団
法
人
Ｅ
Ｔ
Ａ
・

Ａ
Ａ
Ｌ
推
進
協
議
会
の
代
表

理
事
を
し
て
、
Ｉ
Ｔ
機
器
で

シ
ニ
ア
や
高
齢
者
を
応
援
す

る
活
動
を
続
け
て
お
り
ま
す
。

明
石

和
子
（
19
）

高
二
の
時
、
関
西
に
勤
務

に
な
り
卒
業
は
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
い
く
つ
に
な
っ
て

も
国
府
台
高
校
の
思
い
で
は

鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。
テ

ニ
ス
の
部
の
合
宿
の
時
に
は

先
輩
が
ゾ
ク
ゾ
ク
と
コ
ー
チ

に
来
て
く
れ
た
事
等
々
甘
酸

っ
ぱ
い
思
い
出
で
す
。

飯
田

裕
（
20
）

本
年
（
二
〇
二
三
年
）
二

月
よ
り
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
登
録
、
市
川
市
南
の

江
戸
川
沿
い
の
北
越
製
紙
工

場
の
構
内
清
掃
に
午
前
中

（
八
時
か
ら
十
二
時
）
週
五

日
で
働
い
て
い
ま
す
。
散
歩

の
変
わ
り
の
労
働
で
す
。

永
塚

博
達
（
20
）

会
報
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
種
々
の
記
事
に
接
し
、

在
学
時
の
懐
か
し
さ
が
蘇
り

ま
す
。

宮
本

仁
志
（
21
）

送
金
が
遅
れ
て
申
し
訳
あ

り
ま
せ
ん
。

増
山

佐
代
子
（
21
）

封
筒
を
捨
て
て
し
ま
い
Ｉ

Ｄ
が
分
か
り
ま
せ
ん
、
二
十

一
期
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

髙
橋

俊
治
（
21
）

私
は
加
藤
建
さ
ん
と
同
じ

五
経
協
産
業
に
い
ま
し
た
。

山
本

正
博
（
21
）

創
立
八
十
周
年
、
が
ん
ば

っ
て
下
さ
い
。

桑
原

裕
子
（
21
）

家
庭
菜
園
と
水
泳
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
。

矢
作

宏
（
22
）

青
森
と
木
更
津
で
、
当
直

あ
り
で
週
五
日
働
い
て
い
ま

す
。会

報
に
男
子
バ
レ
ー
部
が

な
く
寂
し
い
で
す
。

小
倉

和
幸
（
22
）

創
立
八
十
周
年
記
念
祝
賀

会
に
、
七
十
周
年
に
続
い
て

参
加
す
る
こ
と
を
楽
し
み
に

し
て
お
り
ま
す
。

織
田

透
（
22
）

千
葉
県
教
育
委
員
会
に
よ

る
と
令
和
六
年
度
か
ら
国
府

台
に
「
教
員
基
礎
コ
ー
ス
」

を
設
置
と
の
こ
と
。
ど
ん
な

学
校
に
な
る
の
か
興
味
が
あ

り
ま
す
。

熊
岡

敏
夫
（
22
）

年
四
〜
五
回
東
北
秘
湯
温

泉
を
テ
ニ
ス
仲
間
と
車
で
巡

っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
八
幡

平
、
蔵
王
、
裏
磐
梯
（
特
に

露
天
風
呂
）
に
行
っ
て
き
ま

し
た
。

藤
井

暢
純
（
22
）

二
〇
二
三
年
は
年
男
で
七

十
二
歳
で
す
。
な
ん
と
か
元

気
で
や
っ
て
い
ま
す
が
、
十

月
二
十
二
日
の
誕
生
日
に
以

前
勤
め
て
い
た
会
社
の
歴
史

館
（
財
団
法
人
）
の
代
表
理

事
に
な
り
、
い
い
歳
で
ま
だ

働
い
て
い
ま
す
。

沖
野

雄
司
（
23
）

二
十
三
期
倉
島
・
勝
田
両

氏
、
古
希
学
年
会
待
っ
て
い

ま
す
よ
。
早
く
し
な
い
と
古

希
終
わ
っ
ち
ゃ
う
よ
！
頼
み

ま
す
。

倉
島

俊
和
（
23
）

創
立
八
十
周
年
を
迎
え
る

母
校
に
尊
く
熱
き
想
い
と
共

に
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ

ま
す
。

こ
こ
二
年
、
我
ら
二
十
三

期
は
「
卒
業
五
十
年
」
「
古

希
」
を
節
目
と
し
た
集
ま
り

を
残
念
な
が
ら
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
っ
て
見
送
っ
て
参
り
ま
し

た
！
来
年
（
二
〇
二
三
年
）

同
窓
会
開
催
予
定
の
八
十
周

年
記
念
祝
賀
会
に
併
せ
た
プ

ラ
ン
で
学
年
会
（
統
合
ク
ラ

ス
会
）
を
準
備
し
た
く
企
画

を
推
進
し
ま
す
。

松
岡

秀
明
（
23
）

年
金
生
活
で
経
済
的
に
苦

し
い
生
活
で
す
が
、
山
登
り

で
体
力
防
止
に
努
め
て
い
る

毎
日
で
す
。

髙
橋

良
子
（
25
）

住
所
変
更
し
ま
し
た
。
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中
島

行
雄
（
23
）

本
校
の
校
歌
に
も
あ
る
よ

う
に
、
人
間
同
士
の
「
敬
愛
」

を
大
切
に
し
て
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
の
よ
う
な
悲
惨
な
戦
争
を

な
く
し
、
「
平
和
」
で
「
自

由
」
や
「
文
化
」
が
大
切
に

さ
れ
る
世
界
を
、
み
ん
な
の

手
で
作
ろ
う
。

秋
葉

美
江
（
26
）

い
つ
も
同
窓
会
会
報
を
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
な

つ
か
し
い
名
前
や
で
き
ご
と

を
読
み
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。

宮
本

文
彦
（
26
）

会
報
の
電
子
化
を
し
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
払
込

も
電
子
マ
ネ
ー
対
応
と
か
。

日
比(

浮
ヶ
谷)

典
子
（
28
）

毎
年
ま
め
に
ク
ラ
ス
会
を

行
っ
て
き
た
「
三
の
三
」
。

コ
ロ
ナ
禍
で
中
断
し
て
い
ま

す
。
山
口
先
生
お
元
気
で
す

か
。
皆
で
再
会
で
き
る
の
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

堀
切

伸
一
（
28
）

コ
ロ
ナ
が
継
続
し
て
ク
ラ

ス
会
で
仲
間
と
会
え
な
い
の

が
さ
び
し
い
で
す
ね
。
松
澤

先
生
の
三
年
八
組
の
仲
間
で

ま
た
集
ま
り
た
い
で
す
。

ラ
グ
ビ
ー
部
は
今
無
い
の

で
す
か
？
新
人
戦
で
県
ベ
ス

ト
４
な
つ
か
し
い
で
す
。

古
地

庸
子
（
28
）

沼
津
市
の
私
立
学
校
の
中
、

高
校
で
英
語
の
講
師
を
し
て

い
ま
す
。
二
十
二
年
経
ち
ま

し
た
。

井
崎

真
理
子
（
29
）

よ
う
や
く
コ
ロ
ナ
も
下
火

に
な
り
、
二
〇
二
二
年
五
月

二
十
八
日
ブ
ラ
ス
Ｏ
Ｂ
が
中

心
で
作
っ
た
「
い
も
ば
ん
ど
」

の
演
奏
会
に
。
三
年
ぶ
り
の

演
奏
会
。
受
付
に
元
ク
ラ
ス

メ
ー
ト
の
小
森
君
。
お
互
い

に
分
か
ら
な
か
っ
た
。‼

演
奏

会
後
久
し
ぶ
り
に
近
い
代
が

集
ま
っ
て
飲
み
会
に
。
ラ
イ

ン
グ
ル
ー
プ
も
良
い
け
れ
ど

対
面
は
格
別
。
再
会
の
喜
び

を
か
み
し
め
る
会
と
な
っ
た
。

森
山

厚
子
（
29
）

い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
英
語
の
和
田
先
生

は
ミ
ス
タ
ー
和
田
で
し
ょ
う

か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

岡
野

順
子
（
30
）

三
〇
期
で
す
。
い
つ
も
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

髙
橋

義
則
（
33
）

い
つ
も
ご
苦
労
様
で
す
。

中
村

雅
美
（
35
）

三
十
五
期
旧
姓
吉
田
で
す
。

山
梨
県
で
特
別
支
援
学
校
の

教
員
を
し
て
い
ま
す
。

田
畑

恵
子
（
37
）

異
動
先
の
職
場
で
十
八
年

上
の
先
輩
と
机
を
並
べ
る
こ

と
に
な
り
び
っ
く
り
し
た
年

で
し
た
。

猪
野

周
九
（
38
）

高
一
の
グ
リ
ー
ン
ス
ク
ー

ル
は
一
九
八
三
年
五
月
二
十

一
日
か
ら
の
二
泊
三
日
。
ご

存
知
の
高
萩
大
心
苑
。
グ
ラ

ン
ド
に
あ
っ
た
ト
ラ
ン
ポ
リ

ン
で
大
は
し
ゃ
ぎ
！
そ
の
後

バ
イ
ク
で
何
度
か
立
ち
寄
り

ま
し
た
が
、
建
物
は
か
ろ
う

じ
て
存
在
す
る
も
の
の
往
時

の
面
影
は
な
く…

兵
ど
も
の

夢
の
跡
。

石
田

基
明
（
39
）

初
め
て
賛
助
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。
活
動
の
継
続
が
ん
ば

っ
て
下
さ
い
。

佐
野

直
人
（
43
）

二
〇
二
二
年
で
知
命
を
迎

え
ま
し
た
。
未
だ
に
国
府
台

の
方
々
と
ご
縁
が
深
い
で
す
。

三
十
二
年
前
の
恩
師
三
名
に

仕
事
上
大
変
お
世
話
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
当
方
同
級
生

後
輩
含
め
公
私
と
も
に
国
府

台
高
校
に
支
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

橋
本
（
山
岡
）
華
恵
（
45
）

二
〇
二
二
年
七
月
二
十
六

日
読
売
朝
刊
に
母
校
生
徒
の

意
見
が
、
ま
と
め
て
取
り
上

げ
ら
れ
て
お
り
、
懐
か
し
み

な
が
ら
読
み
ま
し
た
。

宮
路

梨
恵
子
（
54
）

近
隣
市
で
社
会
福
祉
士
と

し
て
働
い
て
い
ま
す
。

会
報
に
て
尊
敬
し
て
い
る

久
保
木
先
生
が
再
任
用
で
国

府
台
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
こ

と
を
知
り
ま
し
た
。

二
〇
二
二
年
の
文
化
祭
、

た
ま
た
ま
近
く
を
通
り
、
門

で
写
真
を
撮
り
ま
し
た
。
皆

さ
ん
の
が
ん
ば
り
が
形
と
な

っ
て
い
る
こ
と
を
知
り
う
れ

し
か
っ
た
で
す
。

須
賀

常
吉
（
葛
１
）

母
校
の
益
々
の
発
展
を
祈

り
ま
す
。

末
次

治
子
（
葛
８
）

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
仕

事
リ
タ
イ
ア
し
卓
球
に
夢
中

で
す
。
八
〇
才
過
ぎ
て
も
ス

ポ
ー
ツ
出
来
る
健
康
に
感
謝

で
す
。

石
引

美
貴
（
葛
11
）

楽
し
い
会
で
あ
り
ま
す
様

に
。

国
府
台
高
等
学
校
８
０
年
の
歴
史

国
民
学
校
で
火
災
が
あ
り
、
宮
田
（
現
宮
田
小
）
に
移
転

生
徒
会
発
足

中
学
校
転
出
後
の
宮
田
に
て
市
川
市
立
高
等
女
学
校
開
校

（
旧
制
）
市
川
市
立
高
等
女
学
校

‼

（
新
制
）
市
川
市
立
国
府
台
高
等
学
校
（
女
子
部
）

女
子
部
は
引
き
続
き
宮
田
校
舎

参
考
文
献
／
写
真
『
創
立
四
十
周
年
記
念
誌
』
『
記
念
誌

鴻
』

『
私
版
葛
南
分
校
史
』
『
同
窓
会
会
報
』
『
同
窓
会
ｗ
ｅ
ｂ
』

平田

宮田

国府台

市川市立中学校校章

国
府
台
の
東
部
第
１
８
８
部
隊
跡
に
移
転

市
川
市
立
国
府
台
中
学
校
に
改
称

校
章
制
定

（
旧
制
）
市
川
市
立
国
府
台
中
学
校

（
新
制
）
市
川
市
立
国
府
台
高
等
学
校

第
１
回
文
化
祭

女
子
部
、
国
府
台
に
合
流

県
移
管
さ
れ
千
葉
県
立
国
府
台
高
等
学
校
と
な
る

校
歌
制
定
さ
れ
、
６
月
１
日
の
県
移
管
式
典
に
て
初
披
露

（
以
後
、
こ
の
日
を
創
立
記
念
日
と
す
る
）

『
雑
誌
国
府
台
』
創
刊

講
堂
落
成

市
川
市
立
中
学
校
は
、
千
葉
県

内
で
最
後
に
設
立
さ
れ
た
旧
制
中

学
校
と
な
り
ま
し
た
。

市川市立高等女学校
校章

当
初
は
宮
久
保
（
現
市
川
三
中
）
で
の
開
校
を

計
画
し
て
い
ま
し
た
。

開
校
直
後
に
学
制
改
革

の
実
施
が
決
ま
っ
た
た
め
、

市
川
市
立
高
等
女
学
校
は

募
集
停
止
と
な
り
、
一
学

年
の
み
で
し
た
。

講堂の外観と内部

国府台最初の新築施設。

天井照明に採用した蛍光

灯が、当時はまだ珍しい

ものでした。

千
葉
県
内
に
あ
っ
た
高
等
女
学
校

の
多
く
は
、
単
独
で
女
子
高
校
と
な

り
存
続
し
ま
し
た
。
唯
一
、
市
川
市

（

１

）

立
高
等
女
学
校
は
、
市
川
市
立
国
府

台
中
学
校
と
の
合
同
で
市
川
市
立
国

・

・

・

（

２

）

府
台
高
等
学
校
と
な
り
ま
し
た
。

１

後
に
男
子
の
募
集
を
開
始
し
共
学
と
な
っ
た
例
も
あ
る
。

２

合
同
に
よ
っ
て
勝
浦
高
等
学
校
と
な
っ
た
勝
浦
高
等
女
学
校

の
例
が
あ
る
が
、
相
手
方
が
「
中
学
校
」
で
は
な
か
っ
た
。

市
川
市
立
中
学
校
、
平
田
の
市
川
市
立
中
央
国
民

学
校
（
現
平
田
小
）
敷
地
内
仮
校
舎
に
て
開
校

千
葉
県
立
国
府
台
高
等
学
校
葛
南
分
校
開
校

「
鴻
陵
祭
」
の
名
称
は
ま
だ
使
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

当
時
の
行
徳
町
・
南
行
徳
町
・

浦
安
町
で
は
高
校
開
設
が
熱
望
さ

れ
、
地
元
三
町
の
負
担
も
あ
り
、

南
行
徳
町
立
中
内
に
定
時
制
の
葛

南
分
校
が
開
校
し
ま
し
た
。

葛南分校の

外観と内部

南
行
徳

←

←
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校
舎
全
面
改
築
工
事
着
手

生
徒
会
館
・
木
造
校
舎
解
体

第
３
７
回
鴻
陵
祭

Ｎ
Ｈ
Ｋ
『
わ
れ
ら
高
校
生
』
で
全
国
放
映

新
体
育
館
・
本
館
落
成

『
創
立
四
十
周
年
記
念
誌
』
発
行

★
ダ
ン
ス

ド
ロ
シ
ー
エ
イ
ン
ズ
ワ
ン
賞
受
賞

旧
体
育
館
解
体

校
舎
全
面
改
築
完
了

★
ダ
ン
ス

全
日
本
高
校
大
学
フ
ェ
ス
タ
特
別
賞
受
賞

学
校
関
係
の
創
立
記
念
行
事
特
に
な
し

１
９
９
４
・
２

同
窓
会
単
独
主
催
「
創
立
５
０
周
年
記
念
祝
賀
会
」
開
催

こ
の
頃
「
卒
業
式
に
お
け
る
国
旗
国
歌
問
題
」

創
立
６
０
周
年
記
念
事
業

記
念
式
典
・
記
念
誌
『
鴻
』
発
行
・

記
念
祝
賀
会
（
２
０
０
４
・
２
）

同
窓
会
よ
り
鴻
陵
祭
鴻
陵
賞
ト
ロ
フ
ィ
ー
贈
呈

普
通
教
室
冷
房
設
備
設
置

校
舎
耐
震
補
強
工
事

螺
旋
階
段
撤
去
・
鉄
骨
ス
レ
ー
ブ
設
置

「
葛
南
の
会
」
結
成

青
木
利
男
氏
（
９
期
）
日
本
庭
園
「
静
閑
苑
」
寄
贈

葛
南
分
校
６
０
周
年
記
念
事
業

記
念
碑
建
立

創
立
７
０
周
年
記
念
式
典

同
窓
会
よ
り
新
校
旗
を
贈
呈

２
０
１
４
・
２

同
窓
会
主
催
「
創
立
７
０
周
年
記
念
祝
賀
会
」

★
書
道

第
２
３
回
全
日
本
高
等
学
校
書
道
コ
ン
ク
ー
ル

最
優
秀
校
（
全
国
優
勝
）

★
吹
奏
楽

全
日
本
ブ
ラ
ス
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大
会

優
勝

全
日
本
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
ス
テ
ー
ジ
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大
会

優
勝

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
の
た
め
第
７
３
回
鴻
陵
祭
中
止

鴻
陵
祭
四
年
ぶ
り
に
正
常
化

【
10
・
11
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
】

１
９
５
６

１
９
５
９

１
９
６
０
・
１

・
３

１
９
６
２
・
５

・
６

・
９

１
９
６
３

創
立
２
０
周
年

１
９
６
７
・
３

・
４

１
９
６
８

１
９
６
９

１
９
７
５

１
９
７
６

１
９
７
８

１
９
８
０

１
９
８
１
・
３

１
９
８
２

１
９
８
３

創
立
４
０
周
年

１
９
８
４

１
９
８
５

１
９
８
７

１
９
９
１

１
９
９
３

創
立
５
０
周
年

２
０
０
０

〜
２
０
０
２

２
０
０
３

創
立
６
０
周
年

２
０
０
７

２
０
０
９

２
０
１
０

２
０
１
１

２
０
１
３

創
立
７
０
周
年

２
０
１
７

２
０
２
０

２
０
２
３

創
立
８
０
周
年

本
館
（
２
代
目
）
一
期
工
事
竣
工

県
下
初
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
３
階
建
校
舎

本
館
二
期
工
事
竣
工

（
旧
）
体
育
館
竣
工

塑
像
『
輝
』
除
幕

生
徒
会
館
落
成

正
門
移
設

プ
ー
ル
落
成

創
立
２
０
周
年
・
第
二
校
舎
落
成
記
念
式
典

Ｌ
Ｌ
教
室
完
成

同
窓
会
会
報
創
刊

卒
業
式
「
答
辞
す
り
替
え
事
件
」

浅
間
山
遭
難
事
件

第
２
０
回
鴻
陵
祭

合
唱
祭
＋
文
化
祭＝

鴻
陵
祭

複
合
型
鴻
陵
祭
の
始
ま
り

★
陸
上
競
技

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
総
合
優
勝
【
８
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
】

生
徒
会
書
記
局
崩
壊

１
９
７
１
年
に
再
建

高
校
入
試
学
校
群
総
合
選
抜
制
実
施
（

〜
１
９
７
７
）

修
学
旅
行
、
全
校
遠
足

学
習
旅
行
、
グ
リ
ー
ン
ス
ク
ー
ル
・
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
デ
ー
に
改
変

★
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
女
子

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
優
勝

佐
藤
錦
一
氏
（
３
期
）
校
章
を
製
作
寄
贈

入
学
者
選
抜
学
力
試
験
定
員
割

二
次
募
集

千
葉
県
立
国
府
台
高
等
学
校
葛
南
分
校
閉
校

第
３
５
回
鴻
陵
祭

３
年
生
全
団
体
演
劇
に
な
る

国
府
台
で
の
校
舎
全
面
改
築
決
ま
る
（
「
校
舎
移
転
問
題
」
解
消
）

南
行
徳

▲１９６０年
本館・体育館が完成してい

ます。正門が県道に向かって
開いています。

◀１９６２年
生徒会館・プールが落成。
プールとの位置関係から校

門が移設されました。

塑像『輝』除幕
『輝』は日展

理事、千葉県美
術会会長を務め
た藤野舜正師の
作品。

ご令嬢が在籍
していたご縁で
１２期生の卒業
記念として寄贈
されました。

生徒会館の建築には生徒も参加しました。
池は「和」の字を模したといわれています。

第2校舎
旧青空廊下も同時に

竣工しました。

こ
の
頃
「
校
舎
移
転
問
題
」
浮
上

本
校
の
敷
地
が
手
狭
な

た
め
、
国
分
（
元
和
洋
国
府
台
女
子
中
お
よ
び
そ
の
周
囲
）

へ
の
移
転
が
取
り
ざ
た
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ＢＥＦ０ＲＥ

＆

ＡＦＴＥＲ

新調した校旗を
本城校長に手渡す
伊能同窓会長
（肩書はいずれも当時）

第
７
４
回
鴻
陵
祭

３
年
生
劇
団
体
の
み
実
施

一
般
公
開
な
し

第
７
５
回
鴻
陵
祭

事
前
の
抽
選
に
よ
り
入
場
制
限

国
府
台
は
、
国
分
、
鎌
ケ
谷
と
第
３
学
群
に
編
成
さ
れ
ま
し
た
。
各
校
の
全
日
制
課
程
普
通
科
の
定
員
の
合
計
を

学
群
の
定
員
と
し
、
第
１
次
配
分…

各
校
の
第
一
志
望
者
の
成
績
上
位
20
％
を
優
先
的
に
入
学
許
可
候
補
者
と
す
る
・

第
２
次
配
分…

各
校
入
学
者
の
成
績
分
布
、
男
女
比
の
均
等
に
配
慮
し
配
分
・
均
等
配
分
の
範
囲
内
で
第
一
志
望
を

尊
重
・
第
一
志
望
以
外
に
配
分
さ
れ
る
者
に
つ
い
て
は
通
学
時
間
等
を
勘
案
す
る

な
ど
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

行徳高校定時制に移管
という形で葛南分校は閉
校となり、３０年の歴史
を閉じました。

「校章」

Ｐ
Ｔ
Ａ
が
費
用
を
負
担

第３７回鴻陵祭後夜祭

改
築
工
事
中
は
校
庭
使

用
不
能
の
た
め
河
川
敷
の

第
２
グ
ラ
ン
ド
で
。

静閑苑
静閑という漢字に寄
贈者青木氏の名が隠
されています。

在りし日の螺旋階段
と

その痕跡

↓
↓
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国府台高校陸上競技部は１９６８年（昭和４３年）、
高校陸上界で千葉県初の日本一「全国高等学校総合
体育大会（インターハイ・以下ＩＨ）総合優勝」と
いう偉業を成し遂げ秩父宮賜杯を授与されておりま
す。当時のエースで後に男子百メートルの日本記録
を樹立した石沢隆夫さん（２０１７・平成２９年没）
をはじめ、多くのＩＨ入賞者を輩出してきた歴史も
ございます。

創立８０周年の節目の年に改めてこれらの快挙を
振り返ろうと、２０２３年６月１７日（土曜日）本
校会議室に往年の監督・卒業生をお招きし、当時の
お話などの生の声をお聞きし、現役生へ向けてのメ
ッセージをいただきました。現役部員もその伝統と
歴史、誇りやプライドを再認識できた一日となりま
した。

全国高等学校総合体育大会 男子優勝旗
秩父宮記念スポーツ博物館所蔵
（特別に撮影させていただきました）

お招きした先生、先輩方の経歴とお話です。
藤原生通［たかみち］先生

国府台在職は１９６４～１９７８年

１９６８年度の第２１回広島インターハイ総合

優勝監督

ご自身は三段跳びでの五輪候補選手

藤原先生からは「徹底した走力の強化」が大切
で陸上競技は種目に限らず１００ｍが速くなけれ
ばダメと云う持論をお聞かせいただきました。広
島ＩＨ４００ｍリレー決勝はまさにその集大成で、
１位と同タイムながら２位となりましたが、それ
までの１年間を通してそれが初の負けであったと
いうことでした。また、いつどのようなコンディ
ションでも自己ベストが出せるようにと「精神力
の強化」も重要で、ＩＨ期間中悪天候が続き優勝
候補が次々といなくなる中、出場した４人全員が
上位入賞を果たす結果につながったと云うことで
す。藤原先生自身、この日の来校は異動されて以
降初めてということで実に４５年ぶりに正門をく
ぐられたとのことでした。「昔は千葉高・船高・
国府台と言われていたんだ」という誇らしげな話
や、「校歌が立派で素晴らしく今でも歌えるよ！」
という話も飛び出し、国府台高を懐かしみ、その
深い愛情や思い入れを感じる貴重なお話をしてい
ただきました。

吉田章代［ふみよ］さん(１９期)（旧姓 飯島）
１９６４・６５年、ＩＨ女子８００ｍに２年連続出場

２年次の大阪ＩＨでは決勝進出を果たす

３年次の全日本クロスカントリー女子３０００ｍで３

位入賞

吉田さんは入学時、なんと合唱部に所属されて
いたそうで、校内マラソン大会優勝をきっかけに
先生に誘われて入部、そのわずか半年後の大阪Ｉ

町野幸史さん（２１期）
ＩＨ総合優勝時は本校出場の最終種目やり投げ

に出場、第２位の５点を獲得しチーム総合優勝を

決めた

専門は投擲だが４００ｍリレーでも２位

やり投げで２位となった町野幸史さんですが、
昔の陸上競技専門誌によると砲丸投げでも１５m
５２ｃｍで全国ランキング３位という実力者。Ｉ
Ｈ総合優勝を左右する本校最後の出場種目となっ
た「やり投げ」に出場した町野さんのプレッシャ
ーがいかほどだったか？という話になり、迫る中
京高校を突き放す一投について「集中力が相手よ

り優れていた、ただそれだけ。」という町野さん
本人でなく、藤原先生の弁。やってきたことが特
別でない、ごく当たり前のことをしただけという
前出の「精神の強化」そのものの答えが返って参
りました。
その後国体でも４位入賞されております。

福地身一さん（１１期）本校陸上競技部コーチ
１９５８年下関ＩＨ８００ｍ５位入賞

予選の２’０１”１は当時の千葉県記録

本校公認コーチの福地さんですが、毎日練習に
駆けつけていただき、生徒に温かいアドバイスを
いただいております。
藤原先生よりひとつ上の御年８３歳。本校２人

目のＩＨ入賞者で８００ｍ５位に入賞されており
ます。記録的猛暑となった先夏も「陸上部の指導
が生きがい」と毎日練習に来られ、自前で氷を振
る舞うなどの無償の愛には頭が下がります。「基
礎・基本が一番大切」だと陸上競技の基本の基を
繰り返し力説いただいておりますが、生徒たちに
は人生における何事にも通じる言葉と気づいてく
れることを望むばかりです。

陸上競技部の過去の活躍を調べたところ、ＩＨ
出場者は延べ３７名、入賞数は１４種目（現在入
賞となっている７，８位も２種目あり）、超高校
級であった前出の石沢隆夫さんは翌ＩＨで走り幅
跳び優勝、国体１００ｍで２連覇といった立派な
実績がございます。ＩＨ総合優勝の偉業を成し遂
げて、すでに半世紀以上経過し、学校関係者のほ
とんどがこの栄光の事実すら知らないのが今の現
状です。指導者として母校に戻ってきた私自身も、
今回の原点回帰への振り返りをきっかけとし、高
校日本一の実績を誇りに思い伝統に恥じないよう
部員ともどもこれからも精進して参ります。

陸上競技部顧問 三上勝伸（35期）

Ｈ女子８００mでは決勝に進出する大躍進を遂げ
ました。ところが決勝レースで他の選手と接触し
て転倒、６位入賞に届かなかったという悔しいお
話も伺うことができました。また、この時大阪の
地で親身に付き添いをしてくれたのが現コーチの
福地さんということで、当時の感謝の気持ちも述
べていらっしゃいました。吉田さんは翌３年次も
関東大会で優勝し、ＩＨ準決勝まで進出されてお
ります。

小西和久さん（２１期）
広島ＩＨ総合優勝時の主将

５種競技と４００mリレーで２位入賞

２年次のＩＨでも５種競技に５位入賞している

主将であった小西和久さんですが、２年次より
ＩＨで入賞するなどの活躍。専門は走り高跳びで
したがそれを棄権し、より得点確実な５種競技に
専念し第２位入賞。主将としてチームを引っ張り
ながら大車輪の活躍をされました。卒業後アメリ
カの大学にも留学され、商社での海外勤務で活躍
されたお話やご苦労されたお話など、早くから広
い視野を持ち目標を見定めることの大切さといっ
たことを伝えていただきました。今の高校生の考
え方には刺激となったようです。先日、１９６８
年３月発行の雑誌国府台に「我々陸上部の来年度
の目標はただ一つ、全国制覇を成し遂げることで
ある」という文章を発見いたしました。ご本人は
忘れていたようですがこの有言実行振りには感服
するばかりです。

大
木

忠
郎
（
英
語
）

九
十
三
歳
に
な
り
ま
し
た
。

ま
だ
、
聖
徳
大
学
公
開
講
座
に

週
三
回
出
講
し
、
英
文
法
、
英

会
話
ハ
ー
モ
ニ
カ
な
ど
四
つ
の

ク
ラ
ス
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

松
澤

妙
子
（
英
語
）

二
〇
二
三
年
は
創
立
八
十
周

年
と
の
こ
と
。
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
！

柾
谷

明
（
国
語
）

二
、
三
ペ
ー
ジ
を
も
う
少
し

縮
小
し
て
同
窓
生
の
情
報
、
寄

稿
な
ど
を
増
や
し
て
は
い
か
が
。

関

信
夫
（
社
会
）

二
〇
二
二
年
三
月
に
非
常
勤

講
師
が
終
り
、
四
月
か
ら
は
無

所
属
で
す
。
次
年
度
非
常
勤
の

話
が
あ
れ
ば
「
再
登
板
」
の
意

思
は
あ
り
ま
す
が
、
今
年
度
は

増
え
た
自
由
時
間
を
活
用
し
て

い
ま
す
。

一
九
七
八
年
度
〜
二
〇
二
一

年
度
に
県
立
六
校
、
私
立
一
校

（
二
〇
二
一
年
度
の
一
年
契
約
）

で
四
十
四
年
間
社
会
科
地
理
教

員
と
し
て
勤
務
し
ま
し
た
。
そ

の
中
で
一
九
九
〇
年
度
〜
二
〇

〇
〇
年
度
の
国
府
台
高
校
で
の

十
一
年
間
が
最
長
で
す
。

二
〇
二
二
年
十
一
月
に
一
九

九
三
年
度
卒
業
生
の
担
当
ク
ラ

ス
七
人
と
ミ
ニ
ク
ラ
ス
会
で
会

い
ま
し
た
。
四
十
七
歳
に
な
っ

た
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
に
活
躍
。

う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

長
澤

ゆ
み
子
（
英
語
）

（
現
）
船
橋
芝
山
高
校

長
澤

淑
夫
（
地
歴
）

（
現
）
市
川
昴
高
校

萩
倉
さ
ん
、
が
ん
ば
っ
て
い

ま
す
ネ
。

１００ｍ ４位 石沢隆夫
２００ｍ ２位 石沢隆夫
４００ｍＲ ２位 小西和久-町野幸史-片柳康男-石沢隆夫
走り幅跳び ２位 石沢隆夫
やり投げ ２位 町野幸史
５種競技 ２位 小西和久
総合の部 優勝 総合得点 ２８点

陸上競技部

前列左から

町野さん.吉田さん.藤原先生.福地コーチ.小西さん

レ ジ ェ ン ド と 振 り 返 る

イ ン タ ー ハ イ 優勝



令和5年（2023年）12月1日 国府台高校同窓会会報 第42号( 9 )

部 活 動 情 報

現役（推薦） 浪人 合計

国公立大学 14 （3） 2 16

私立大学 271（63） 18 289

短期大学 0 （0） 0 0

専門学校 3 （2） 0 3

大学校 0 （0） 0 0

就職 0 （0） 0 0

計 288（68） 20 308

卒業生の進路状況
2022（令和4）年度

国
語

大
内

み
ゆ
き
先
生

退
職

地
歴
公
民

鈴
木

誠
先
生

小
金
・
再
任
用

五
木
田

幸
彦
先
生

定
年
退
職
・
再
任
用
本
校

数
学

小
川

健
一
先
生

再
任
用
終
了

肥
後

利
朗
先
生

再
任
用
終
了

鈴
木

翔
大
郎
先
生

小
金

理
科

田
村

和
巳
先
生

船
橋
北

大
塚

直
樹
先
生

定
年
退
職

保
体

林

裕
輝
先
生

浦
安

英
語

田
口

美
幸
先
生

再
任
用
終
了

鈴
木

俊
子
先
生

退
職

荒
谷

泉
美
先
生

船
橋
芝
山
・
再
任
用

関
口

章
子
先
生

市
川
昴

松
浦

明
子
先
生

実
籾

畠
田

万
里
奈
先
生

船
橋
豊
富

情
報

安
藤

寛
朗
先
生

我
孫
子

＝鴻陵会表彰受賞者＝
第75期卒業生

鴻陵会賞
3ヵ年を通じて学業が優秀な者

６組 小林 美空

功労賞
在学中の課外活動で特に顕著な功績が認められる者または団体

７組 松浦 康太郎（ボート部）
とちぎ国体少年男子ダブルスカル7位入賞

（団体） 書道部
第31回国際高校生選抜書展 団体優勝

第12回全国青少年書初め大会 団体優勝（文部科学大臣賞）

皆勤賞
3ヵ年皆勤（無欠席、無遅刻、無早退及び無欠課）の者

転
出･

退
職
さ
れ
た
先
生

二
〇
二
三
年
三
月
に
十
六
名
の
先
生
方
が
転
出･

退
職
さ
れ
ま
し
た
。

ボート
◎とちぎ国体
少年男子ダブルスカル ７位入賞
◎全国高校選抜ボート大会
男子ダブルスカル １２位
〇関東高校選抜ボート大会
男子ダブルスカル ２位入賞（全国選抜出場権獲得） 女子シングルスカル ６位入賞
〇関東高校総合体育大会 男子舵手付きクォドルプル 準決勝進出
フェンシング
◎インターハイ
女子フルーレ ベスト１６
男子フルーレ 出場
女子サーブル 出場
〇関東高校総合体育大会
男子フルーレ 出場
女子フルーレ 出場
水泳
〇関東高校総合体育大会
100ⅿ平泳ぎ、200ⅿ平泳ぎ、
100ⅿ背泳ぎ、200ⅿ背泳ぎ、
400ⅿ個人メドレー 出場
千葉県高校新人水泳大会
100ⅿ背泳ぎ２位、200ⅿ背泳ぎ５位
千葉県選手権大会
50ⅿ平泳ぎ２位、
200ⅿ個人メドレー８位
陸上競技
千葉県高校総体
女子800m ３位入賞

〇関東高校総合体育大会
女子800m出場
千葉県高校新人大会
女子400m ７位入賞

ソフトテニス
関東高校ソフトテニス大会 県予選会
男子団体 ベスト３２
男子個人出場（２ペア）
関東高校総合体育大会ソフトテニス大会
女子個人出場
千葉県総合体育大会
男子団体ベスト３２ 男子個人出場
女子団体出場 女子個人出場
千葉県高校新人大会
男子団体 ベスト３２

演劇
千葉県高等学校演劇研究中央発表会
上演作品「ハレハレ」 優秀賞第２席・千葉県教育長賞(県３位)
〇第29回関東高校演劇サマーフェスティバル 千葉県代表
ダンス
第33回全日本高校・大学ダンスフェスティバル 出場
高校ストリートダンスグランプリ2023決勝大会 出場
吹奏楽
第64回千葉県吹奏楽コンクール高等学校A部門 本選大会 金賞・千葉県代表
〇第28回東関東吹奏楽コンクール高等学校A部門 銀賞
◎第7回全国ポピュラーステージ吹奏楽コンクール 全国大会 優勝
第11回シンフォニックジャズ＆ポップスコンテスト全国大会 銀賞
第36回千葉県吹奏楽個人コンクール 西部地区大会 金賞３名銅賞１名
書道

サッカー
千葉県高校総合体育大会 出場
バレーボール
千葉県バレーボール新人大会
女子 出場

バスケットボール
千葉県高校総合体育大会
男子 出場 女子 出場

弓道
関東高校弓道大会 県予選
男子団体 出場
男子個人 優勝
千葉県高校総合体育大会
男子個人 決勝進出
女子団体 決勝進出
関東高校弓道個人選手権選抜大会 県予選
女子６位
関東高校弓道個人選手権選抜大会 出場
千葉県高校新人大会
男女団体 出場
千葉県高校弓道選手権大会
女子個人 優勝
千葉県高校弓道遠的大会
男子個人 ６位

剣道
関東千葉県予選剣道競技 出場
千葉県総体剣道競技 出場
千葉県剣道新人大会 出場
卓球
千葉県高校総合体育大会
男子団体 女子団体
女子 ダブルスシングルス 出場
千葉県高校新人大会
男子 団体 ベスト３２
女子 団体 ダブルスシングルス 出場

美術
千葉県高等学校総合文化祭美術工芸作品展 出品

第73回毎日書道展（U23・篆刻）
入選６名
第23回高校生国際美術展
千葉県知事賞１名、奨励賞５名
第51回四国大学全国高校書道展
大賞１名、推薦賞６名
第38回高円宮杯日本武道館書写書道
大展覧会 日本武道館理事長賞１名、
中国大使館賞１名、
全日本書写書道教育研究会賞１名、
審査委員長奨励賞２名
全国優良団体賞（団体）
第19回安芸全国書展高校生大会
安芸市教育長賞１名、
書道美術館賞２名
第27全日本高校・大学生書道展
優秀賞９名

◎第46回全国高等学校総合文化祭
東京大会 千葉県代表１名
第21回岐阜女子大学全国書道展
大賞２名、準大賞３名、書道展賞６名、
大学賞２名、奨励賞４名、特賞１名
第53回近江神宮全国献書大会
文部科学大臣奨励賞１名、毎日新聞社
賞１名、滋賀県教育研究会会長賞１名、
滋賀県書道協会理事長賞１名、
東近江市長賞１名
団体賞（団体）

第71回千葉県小中高校席書大会
千葉日報社賞５名
第33回大ケヤキ全国書道絵画展
筆塚賞１名
優秀団体賞（団体）
第69回大正大学全国書道展
豊島区長賞１名、特別優秀賞９名、
奨励賞１１名
団体奨励賞（団体）

◎第31回国際高校生選抜書展
準大賞２名、優秀賞１名、入選１２名
全国優勝・南関東地区優勝（団体）
第63回大東文化大学全国書道展
東京都知事賞１名、審査員奨励賞１名、
推薦賞２名
優秀団体賞（団体）
第20回和洋女子大学競書大会
審査員奨励賞９名
全国高等学校総合文化祭鹿児島大会
・書道部門千葉県予選
千葉県代表内定１名
第66回全国学芸サイエンスコンクール
旺文社赤尾好夫記念賞１名
第12回全国青少年書き初め大会
ＮＨＫ会長賞１名、国立青少年教育振
興機構理事長賞１名、高等学校文化連
盟全国書道専門部会長賞１名、全国書
道高等学校協議会理事長賞２名、全日

本高等学校書道教育研究会会長賞２名、
全日本高等学校芸術教育研究会会長賞
２名、審査委員奨励賞５名
全国優勝・文部科学大臣賞（団体）
第13回全国学生防災書道展
河北新報社賞１名、特選３名、入選９名
優秀団体賞（団体）
第59回全日本書き初め大展覧会
日本武道館会長賞３名、中国大使館賞
１名、日本経済新聞社賞１名、日本テ
レビ賞１名、フジテレビ賞１名、テレ
ビ東京賞１名、審査委員長奨励賞１名
全国優秀団体賞（団体）
第75回千葉県小中高校書き初め大会
千葉県知事賞１名
団体優勝・千葉県知事賞（団体）
第27回全日本高等学校書道コンクール
大賞１３名、準大賞１６名
全国準優勝・特別優秀校（団体）
第39回成田山全国競書大会
成田山賞１名

令和４年度千葉県議会
児童・生徒表彰
個人１名、団体２
令和４年度千葉県教育委員会
教育奨励賞顕彰
個人９名

◎…全国大会 同窓会「課外活動壮行奨励制度」により
○…関東大会 壮行奨励金を支給しました。

１組

２組

３組

板橋 紗奈
片山 陽菜
黒木 瑠衣
近藤 優介
関 奏渚子
山田 葵
浦 百花
小長谷 太一
田中 唯人
伊藤 元春
奥川 創生
金澤 真心
齊藤 和正
中島 壮太

４組

５組

６組

山川 京介
伊藤 悠介
尾崎 心咲
片山 雅彦
髙山 結羽
野田 廉人
早川 ひなの
岡田 和沙
草野 李緒
下枝 若菜
年永 歩
藤城 樹里
吉野 ほの香
上田 莉央

７組

８組

蒲生 結衣
逆井 康介
島野 真由子
村上 正華
山本 諒香
横山 智紀
岩崎 日詩
片柳 友希
真境名 華月
東海林さくら
速水 大知
半田 更
篠﨑 遥介
吉川 陽莉

◎インターハイ ボート競技の部
男子シングルスカル準決勝進出１６強
男子ダブルスカル準々決勝進出
女子ダブルスカル出場
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4 9 期 黒田智史
4 7 期 渋谷陽一

鈴木真人
文芸部でした！

４１期 枝松裕紀
久しぶりに母校の鴻陵祭

に来ました。時代は変われ
ど、若者のパワーを感じま
した。やっぱり母校はいい
なぁと思いました。

3 9 期 大熊勝
久しぶりで泣きそうでした。

3 ９期 大橋央
「風来坊」が引き継がれてい

て、ビックリ。同期の皆さん今

度会いましょう。

鴻
陵
祭
で
あ
い
ま
し
た
２
０
２
３

７３期 （匿名）
自分の代は、ク

ラス演劇ができな
くて悲しかったの
ですが、今でも、
クラス演劇の文化
が続いてくれてい
て嬉しいです！入
学したのが国府台
でよかったと思っ
てます！
国府台高校のま

すますの発展をお
祈りしております。

３９期 清水弘季
久しぶりに来校しました。校内を見てまわると、鴻陵祭も時代とともに少しづつ変わっ

ているなと感じたところもあれば、以前と変わらないなと感じたところもありました。今
年の通常開催に向けて様々な課題がありながらも、今やりたいこと、今できること、今し
かできないことに一生懸命取り組まれたのだろうと思います。来年の鴻陵祭はまた新たな
課題に直面するかもしれませんが、今年の結果も踏まえて、新たな挑戦をしていただけれ
ばと思います。

3 5 期 古川（小倉）典子
三上（小野）千秋

今年も来てみたよー♥

7 5 期 伊達允
7 5 期 篠崎遥介
自由な国府台の復活を！

7 0 期 西村啓太郎
松本友花
今村真菜
今野清美
柴田真和

６９期 加藤輝一
高校卒業時は調理師学校

へ行き、現在はゲームを作
っています。進路なんてわ
からないものです。

１４期 鈴木隆夫
久しぶりの会でお客様

も多そうで結構！
パンフに校舎のプラン

を引出でどこを見に行く
かすぐ判るようにすると
もっとO K ？3 9 期 梅川通久 これから担任の中村先

岩元正一 生の家にお邪魔して飲

向井理朗 んできます! !

7 5 期 中島壮太
横山智紀

昨年卒業しました！

８０周年おめでとうございます！！
5 7 期 井上奈津子
十八代目風来坊だったのがもう参拾

陸代目になっていてびっくりしました！
若さのパワーをもらえて嬉しかった

です！

5 9 期 笹川（井上）七瀬
大学生の時に担任だった先生が移動

された時に来た以来だったので、1 0
年以上ぶりに訪れました。しかし、教
室の感じ等ほぼ変わっていなかったの
でとても懐かしい気持ちになりました。

7 2 期 組頭暸太
西村健斗

二
〇
二
三
年
九
月
九
日
・

十
日
（
土
・
日
）
、
第
七
十

六
回
鴻
陵
祭
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
食
品
関
係
の
取
り
扱

い
の
一
部
を
除
い
て
制
限
の

な
い
「
完
全
な
」
鴻
陵
祭
と

な
り
、
一
般
公
開
も
行
わ
れ

ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
、

二
〇
二
〇
年
の
第
七
十
三
回

3 4 期 成毛淳雄
久しぶりに母校へ

きました。国府台駅
から学校までこんな
に遠かったのか…。
年をとりました。

7 5 期 福永さくら
清水歩美
清水真奈美

私たちにとっては初めての完
全体の文化祭だったので、とて
も楽しかったです! !

7 2 期 川西浩嗣
深く考えずに楽しんでく

ださい。

４

年

ぶ

り

の

に

ぎ

わ

い

第
７
６
回
鴻
陵
祭

鴻
陵
祭
は
急
遽
中
止
、
二
〇

二
一
年
の
第
七
十
四
回
鴻
陵

祭
は
三
年
生
の
演
劇
の
み
校

内
行
事
と
し
て
実
施
さ
れ
非

公
開
、
昨
年
の
第
七
十
五
回

鴻
陵
祭
で
は
事
前
の
抽
選
に

よ
り
入
場
が
制
限
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

こ
の
三
年
間
、
同
窓
会
の

展
示
参
加
も
実
施
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
今
回
復
活
を

果
た
し
、
本
館
一
階
応
接
室

（
校
長
室
奥
）
を
中
心
に
展

示
を
行
い
ま
し
た
。

会
場
前
廊
下
の
モ
ニ
タ
ー

と
室
内
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

を
利
用
し
た
国
府
台
高
校
の

歴
史
を
題
材
と
し
た
ス
ラ
イ

ド
シ
ョ
ー
の
上
映
や
同
窓
会

会
報
を
展
示
し
た
ほ
か
、
談

話
室
と
し
て
鴻
陵
祭
を
訪
れ

た
同
窓
会
員
た
ち
の
語
ら
い

の
場
と
な
り
ま
し
た
。
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た
い
と
か
言
っ
た
ら
、
同
窓

会
で
対
応
す
る
こ
と
は
い
く

ら
で
も
で
き
る
ん
じ
ゃ
な
い

か
な
、
と
思
い
ま
す
。

萩
原

た
ぶ
ん
私
た
ち
の
代

は
、
３
年
間
、
中
３
の
時
か

ら
コ
ロ
ナ
で
行
事
を
潰
さ
れ

て
る
。
そ
れ
も
あ
っ
て
「
ど

う
せ
今
年
も
」
み
た
い
な
の

が
あ
っ
て
、
や
る
気
が
出
な

い
っ
て
い
う
ク
ラ
ス
が
多
か

っ
た
の
で
。

—

こ
れ
だ
け
準
備
し
て
ま

た
で
き
な
か
っ
た
ら
、
っ
て

い
う
の
が
ち
ょ
っ
と
よ
ぎ
っ

ち
ゃ
い
ま
す
よ
ね
。

萩
原

で
も
、
今
年
や
っ
て

く
れ
て
、
で
、
今
日
、
閉
祭

式
を
や
っ
て
、
み
ん
な
の
雰

囲
気
見
て
、
「
あ
、
や
っ
て

よ
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
」

っ
て
思
い
ま
し
た
。

—

去
年
は
抽
選
で
、
今
年

は
フ
ル
で
の
開
催
で
し
た
け

ど
、
ど
う
い
う
違
い
を
覚
え

ま
し
た
か
？

萩
原

在
校
生
と
し
て
「
期

待
さ
れ
て
る
ん
だ
な
」
っ
て

い
う
の
を
初
め
て
実
感
し
ま

し
た
。
文
化
祭
っ
て
来
る
の

は
保
護
者
と
か
の
イ
メ
ー
ジ

し
か
な
く
て
。
な
の
で
直
接

繋
が
り
の
な
い
先
輩
方
で
も

見
て
く
だ
さ
る
と
か
、
「
国

府
台
す
ご
か
っ
た
よ
」
み
た

い
な
感
じ
で
言
っ
て
く
だ
さ

る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
の

で
。

北
島

印
象
と
し
て
は
、
人

数
が
多
い
か
ら
す
ご
い
盛
り

上
が
っ
て
い
る
な
、
っ
て
い

う
の
と
。
前
夜
祭
と
か
後
夜

祭
が
去
年
は
な
く
て
、
今
年

や
っ
て
ど
の
く
ら
い
盛
り
上

が
る
ん
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い

た
ん
で
す
け
ど
、
そ
こ
で
め

ち
ゃ
く
ち
ゃ
盛
り
上
が
っ
た
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ん
で
。
へ
ぇ
、
こ
う
い
う
の

が
鴻
陵
祭
な
ん
だ
な
、
っ
て

思
い
ま
し
た
。

新
村

最
低
現
状
維
持
（
笑
）

—

と
い
う
と
？

新
村

い
や
、
私
、
自
意
識

過
剰
な
ん
で
す
け
ど
。
今
の

力
の
ま
ま
じ
ゃ
、
多
分
２
年

生
み
ん
な
が
頑
張
っ
て
私
一

人
分
ぐ
ら
い
だ
と
思
う
。
引

き
継
ぎ
が
う
ま
く
い
っ
て
な

か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
け
ど
。

だ
か
ら
、
レ
ベ
ル
が
下
が
っ

ち
ゃ
さ
す
が
に
ま
ず
い
か
ら
、

い
な
く
な
っ
て
も
今
ぐ
ら
い

は
や
っ
て
ほ
し
い
っ
て
思
っ

て
。
そ
の
た
め
に
今
年
は
も

う
引
き
継
ぎ
頑
張
ろ
う
っ
て

思
っ
て
ず
っ
と
や
っ
て
き
た

か
ら
、
そ
れ
が
発
揮
で
き
た

ら
い
い
か
な
っ
て
思
っ
て
ま

す
。

萩
原

私
た
ち
が
コ
ロ
ナ
の

ど
真
ん
中
に
入
れ
ら
れ
た
学

年
だ
っ
た
の
で
、
自
分
の
こ

と
に
精
一
杯
で
、
教
え
て
あ

げ
ら
れ
な
く
て
、
本
当
に
す

ご
い
申
し
訳
な
か
っ
た
な
っ

て
ず
っ
と
毎
回
思
う
ん
で
す

け
ど
。
一
人
で
無
理
な
時
は

—

昨
年
（
２
０
２
２
年
）

の
鴻
陵
祭
は
一
般
公
開
が
チ

ケ
ッ
ト
制
に
な
っ
た
と
伺
っ

た
ん
で
す
が
、
何
人
ぐ
ら
い

入
れ
た
ん
で
す
か
？

萩
原

前
後
に
分
け
て
一
日

６
０
０
人
く
ら
い
で
す
ね
。

—

い
つ
も
の
年
の
大
体
３

分
の
１
ぐ
ら
い
で
す
よ
ね
。

先
生

「
（
抽
選
に
）
漏
れ

て
い
け
ま
せ
ん
で
し
た
」
っ

て
い
う
卒
業
生
も
い
っ
ぱ
い

い
ま
し
た
。

—

で
は
新
１
年
生
と
か
は
、

ど
う
い
う
ふ
う
に
行
わ
れ
て

る
か
を
知
ら
ず
に
今
年
入
学

し
て
る
っ
て
い
う
感
じ
で
す

か
ね
。
皆
さ
ん
鴻
陵
祭
っ
て

入
学
前
に
見
て
ま
し
た
か
？

１
年
生

（
全
員
首
を
振
る
）

新
村

な
の
で
、
今
年
文
化

祭
の
説
明
会
や
っ
た
ん
で
す

よ
。
な
ん
か
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
み
た
い
な
の
を
。
学

年
ご
と
に
集
め
て
、
全
校
に

対
し
て
。

萩
原

１
年
生
と
か
は
、
去

年
は
一
般
公
開
で
き
な
か
っ

た
の
で
、
知
ら
な
い
子
し
か

い
な
い
か
ら
、
あ
、
こ
れ
は

ま
ず
い
と
思
っ
て
。
親
と
か
、

お
兄
ち
ゃ
ん
お
姉
ち
ゃ
ん
が

い
る
と
か
、
去
年
た
ま
た
ま

抽
選
で
当
た
っ
た
子
と
か
は

来
て
知
っ
て
る
け
ど
、
そ
れ

以
外
の
子
は
全
く
知
ら
な
か

っ
た
ん
で
す
よ
。

—

今
年
の
鴻
陵
祭
は
、
い

つ
か
ら
コ
ロ
ナ
仕
様
じ
ゃ
な

く
な
っ
た
ん
で
す
か
？
い
わ

ゆ
る
「
５
類
」
に
な
っ
て
か

ら
で
す
か
？

萩
原

そ
う
で
す
ね
。
今
年

の
初
め
か
ら
「
（
コ
ロ
ナ
に

よ
る
規
制
を
）
緩
和
で
」
っ

て
い
う
方
向
で
。
文
化
祭
の

日
程
の
話
を
し
た
段
階
で

「
今
年
は
飲
食
も
や
り
た
い

よ
ね
」
っ
て
み
ん
な
に
確
認

し
て
。

—

じ
ゃ
あ
も
う
生
徒
会
の

中
で
、
ル
ー
ル
を
作
っ
た
り

す
る
と
き
に
は
飲
食
を
や
る

仕
様
で
作
っ
て
る
ん
で
す
か
？

新
村

大
綱
（
文
化
祭
の
ル

ー
ル
）
を
作
る
と
き
に
、
飲

食
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
も

い
い
よ
う
に
作
り
ま
し
た
。

準
備
し
て
お
い
て
結
果
的
に

「
や
っ
ぱ
り
出
来
な
か
っ
た
」

は
し
ょ
う
が
な
い
け
れ
ど
、

途
中
か
ら
「
や
っ
ぱ
り
出
来

る
」
に
す
る
の
は
難
し
い
と

思
う
の
で
。
そ
の
精
神
で
作

っ
て
、
結
局
い
け
ま
し
た
、

っ
て
い
う
。

萩
原

ど
う
転
ん
で
も
い
い

よ
う
に
、
っ
て
こ
と
ね
。

先
生

来
年
度
は
出
来
る
だ

ろ
う
っ
て
い
う
意
見
で
は
あ

っ
た
ん
で
す
が
、
状
況
を
見

て
「
で
き
る
の
か
な
？
で
き

な
い
の
か
な
？
」
っ
て
い
う

判
断
を
し
な
が
ら
、
最
終
的

に
は
５
月
に
「
５
類
に
す
る
」

っ
て
い
う
こ
と
な
ん
で
、
さ

す
が
に
調
理
室
で
調
理
は
で

き
な
い
け
ど
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ

ン
グ
さ
れ
た
も
の
な
ら
飲
食

も
あ
り
で
行
こ
う
っ
て
い
う
。

第
76
回
鴻
陵
祭
は
３
年
ぶ
り
に
完
全
解
放
で
一
般
公
開
を

行
っ
た
。
チ
ケ
ッ
ト
制
で
抽
選
で
来
場
者
を
絞
っ
た
前
回
か

ら
、
誰
で
も
来
ら
れ
る
通
常
の
形
で
の
開
催
に
変
わ
っ
た
。

久
し
ぶ
り
の
フ
ル
開
催
に
際
し
て
ど
ん
な
工
夫
が
あ
っ
た
の

か
、
経
験
し
て
ど
ん
な
思
い
を
抱
い
た
の
か
、
現
役
生
に
話

を
聞
い
て
き
た
。

か
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

そ
れ
じ
ゃ
あ
無
理
だ
、
っ
て

い
う
結
論
に
至
っ
た
の
で
、

１
週
目
じ
ゃ
な
く
て
２
週
目

に
ず
ら
し
て
ほ
し
い
っ
て
会

長
が
沢
山
交
渉
を
し
て
、
３

日
間
確
保
し
ま
し
た
。

—

じ
ゃ
あ
外
壁
と
か
も
戻

し
た
ん
で
す
か
？

新
村

い
や
、
基
本
的
に
授

業
が
で
き
れ
ば
い
い
の
で
。

萩
原

天
井
と
か
も
貼
っ
て

て
い
い
し
、
壁
も
そ
の
ま
ま

で
よ
く
て
。
と
り
あ
え
ず
椅

子
と
机
だ
け
あ
っ
て
黒
板
が

見
え
れ
ば
良
い
、
っ
て
い
う

こ
と
で
し
た
。

—

あ
の
壁
の
ま
ま
模
試
や

っ
て
る
っ
て
こ
と
で
す
よ
ね
？

そ
の
動
画
と
か
撮
り
た
か
っ

た
で
す
ね
（
笑
）

新
村

最
初
は
５
日
ま
で
授

業
を
や
っ
て
、
６
日
か
ら
備

品
移
動
っ
て
言
わ
れ
た
ん
で

す
け
ど
、
そ
れ
だ
と
準
備
が

間
に
合
わ
な
い
ん
で
、
「
ち

ょ
っ
と
授
業
半
日
諦
め
て
く

だ
さ
い
」
っ
て
先
生
に
言
っ

て
、
５
日
の
午
後
に
備
品
移

動
し
て
準
備
を
３
日
間
と
っ

た
と
い
う
。

—

ち
な
み
に
過
去
の
文
化

祭
の
デ
ー
タ
と
か
写
真
と
か
、

そ
う
い
う
ノ
ウ
ハ
ウ
っ
て
ど

う
い
う
形
で
引
き
継
が
れ
て

る
も
の
な
ん
で
す
か
。

新
村

去
年
も
今
年
も
メ
イ

ン
が
私
で
、
１
年
生
の
時
か

ら
生
徒
会
役
員
に
い
る
の
で
。

た
だ
、
さ
す
が
に
そ
れ
だ
と

私
が
卒
業
す
る
と
ま
ず
い
の

で
、
今
年
は
い
ろ
ん
な
人
に

仕
事
を
振
っ
て
。
文
化
委
員

と
か
も
３
人
一
組
で
チ
ー
ム

を
作
っ
て
仕
事
し
て
も
ら
う

よ
う
に
し
て
。
そ
う
す
れ
ば
、

—

今
年
は
２
週
目
の
土
日

の
開
催
で
し
た
け
ど
、
９
月

に
入
っ
て
か
ら
は
ど
う
い
う

感
じ
で
準
備
し
て
い
た
ん
で

す
か
？

新
村

１
日
が
始
業
式
と
文

化
祭
準
備
、
４
日
の
月
曜
日

が
模
試
で
、
５
日
の
午
前
中

が
授
業
で
午
後
が
備
品
移
動
、

６
日
、
７
日
、
８
日
が
準
備

で
し
た
。

—

そ
の
模
試
と
か
授
業
の

時
っ
て
教
室
を
あ
る
程
度
通

常
の
形
に…

新
村

戻
し
ま
し
た
。

萩
原

日
程
を
決
め
た
時
に
、

１
週
目
だ
と
準
備
が
１
日
し

来
年
以
降
そ
の
中
の
誰
か
が

残
れ
ば
引
き
継
げ
る
っ
て
思

っ
て
。

—

ス
マ
ー
ト
で
す
ね
。
文

化
委
員
っ
て
１
年
で
入
れ
替

わ
る
か
ら
ノ
ウ
ハ
ウ
が
引
き

継
が
れ
づ
ら
い
で
す
も
ん
ね
。

萩
原

３
年
生
の
演
劇
は
、

（
中
止
の
年
が
あ
っ
て
）
途

切
れ
て
る
か
ら
仕
方
な
い
ん

で
す
け
ど
、
今
ま
で
演
劇
ど

う
や
っ
て
た
の
か
な
、
と
か
、

こ
の
殺
陣
ど
う
だ
っ
た
の
か

な
、
と
か
、
す
ご
い
気
に
な

っ
て
。
な
の
で
ど
う
に
か
ツ

テ
を
使
っ
て
一
人
先
輩
を
捕

ま
え
て
「
来
て
く
れ
ま
せ
ん

か
」
っ
て
言
っ
た
り
し
ま
し

た
。
な
の
で
、
も
う
ち
ょ
っ

と
前
の
代
の
情
報
は
欲
し
い

け
ど
、
ど
う
し
よ
う
も
な
い
、

み
た
い
な
。

—

同
窓
会
に
相
談
し
て
く

れ
た
ら
、
２
、
３
個
上
の
先

輩
た
ち
を
リ
ク
ル
ー
ト
す
る

と
か
、
全
然
出
来
る
。
先
輩

は
行
き
た
く
て
し
ょ
う
が
な

い
か
ら
（
笑
）

新
村

来
て
欲
し
い
で
す
よ
、

本
当
に
。

萩
原

２
年
生
と
か
１
年
生

は
来
年
や
っ
て
み
て
わ
か
る

と
思
う
け
ど
、
今
ま
で
ど
う

し
て
た
ん
だ
、
っ
て
い
う
の

が
い
っ
ぱ
い
出
て
き
た
の
で
。

今
年
は
上
と
の
繋
が
り
が
薄

い
し
、
頼
れ
な
い
し
。

新
村

Ｏ
Ｂ
が
来
る
文
化
が

な
く
な
っ
た
か
ら
、
コ
ロ
ナ

で
。

萩
原

個
人
で
呼
ぶ
し
か
な

く
。

—

皆
さ
ん
が
求
め
て
な
い

の
に
僕
ら
が
行
く
っ
て
い
う

の
は
、
な
ん
か
ち
ょ
っ
と
や

り
す
ぎ
な
感
じ
は
す
る
け
ど
、

皆
さ
ん
が
例
え
ば
こ
う
い
う

世
代
の
先
輩
の
意
見
を
聞
き

《参加者》
生徒会

新村さん 会長３年
萩原さん 書記３年
鈴木さん 次期会長２年
北嶋さん 次期副会長２年
渡辺さん 次期会計１年
遠藤さん 次期書記１年
見代さん 次期書記１年

手塚さん 次期監査１年
近藤さん 次期監査１年
五木田先生（顧問）

文中「先生」
聞き手・同窓会

冨坂友 広報委員長 56期
高橋亮平 理事長 47期

～現役生に訊く、
復活した鴻陵祭～

インタビュー

在学時の氏名が現在と
異なる場合

◎変更内容（変更する項目のみで結構です）
●氏名：

ふりがな

●〒・住所：

●電話：
●メール：

絶
対
に
あ
る
し
、
委
員
会
と

か
１
年
生
も
い
っ
ぱ
い
い
る

か
ら
、
頼
っ
て
話
し
合
っ
て

ほ
し
い
な
っ
て
い
う
。
私
は

シ
ス
タ
ー
ク
ラ
ス
を
活
発
に

で
き
な
か
っ
た
の
が
す
ご
い

心
残
り
な
ん
で
す
け
ど
。
だ

か
ら
、
そ
れ
も
も
っ
と
聞
い

て
、
先
生
に
頼
っ
て
も
い
い

し
、
私
た
ち
も
い
る
間
、
い

っ
ぱ
い
使
っ
て
も
ら
っ
て
ね
。

ま
、
現
状
維
持
も
そ
う
だ
け

ど
、
多
分
、
自
分
た
ち
な
り

に
や
り
た
い
こ
と
も
や
っ
て

る
う
ち
に
で
き
て
く
る
か
ら
、

そ
れ
で
う
ま
く
い
っ
て
く
れ

れ
ば
い
い
か
な
っ
て
い
う
の

は
思
い
ま
す
。

—

新
会
長
は
来
年
ど
ん
な

鴻
陵
祭
に
し
た
い
で
す
か
？

鈴
木

来
年…

。
誰
一
人
悲

し
む
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、

っ
て
い
う
か
。
先
生
た
ち
と

の
話
し
合
い
も
そ
う
な
ん
で

す
け
ど
、
会
長
が
頑
張
っ
て

く
れ
た
よ
う
に
、
僕
も
頑
張

っ
て
先
生
と
結
構
言
い
合
っ

て
、
先
生
た
ち
が
理
不
尽
に

口
出
し
て
く
る
こ
と
も
な
く

し
て
、
今
回
よ
り
も
楽
し
い

鴻
陵
祭
を
つ
く
れ
た
ら
い
い

な
と
思
っ
て
ま
す
。

こちらのフォームから
届出・変更できます。

来
年
以
降
の
鴻
陵
祭
に

期
待
す
る
こ
と

鴻
陵
祭
を
終
え
て
の
感
想

文
化
祭
の
デ
ー
タ
や

ノ
ウ
ハ
ウ
の
引
き
継
ぎ

今
年
は
２
週
目
に
実
施

飲
食
店
の
解
禁

鴻
陵
祭
と
は
何
か
？
の

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

昨
年
の
鴻
陵
祭
は…
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お 願 い
千葉県立国府台高等学校同窓会（鴻陵会）

会長 流川呉生（20期）

会員各位にはますますご活躍のことと存じます。
同窓会として会報の発行送付事業を継続し、母校支援を通じて母校の学習環
境の充実に寄与できますことは、ひとえに会員各位の日頃のご支援の賜物と深
く感謝申し上げる次第です。今後とも会員各位のご意向に沿いつつ、同窓会活
動の継続と更なる充実を図りたく、一層のご理解ご協力を賜りますようお願い
申し上げます。

賛助金にご協力ください
◎払込先 郵便振替 00110-0-353380 国府台高校同窓会
鴻陵会専用払込票（赤色）の場合、手数料は同窓会負担です。

◎払込票には住所、氏名、ID番号（封筒の宛名シールに記載）を明記して
ください。※連名も可能です。
◎金 額 1口 1,000円（何口でも結構です）
◎払込票の受領証を領収書とさせていただきます。

住所・氏名等に変更がありましたらお知らせください
◎届出方法
個人情報専用フォーム(右のＱＲコード)から
または

裏面（p11）の様式で変更届を鴻陵会連絡所宛に郵送

鴻陵会連絡所
〒272-0021 市川市八幡３-３-２-２４０２ 高橋方

理事長 高橋亮平（47期）
TEL ０８０－６５７６－０５０４

＊同窓会に関するお問い合わせ、ご意見・ご要望は、学校ではなく、
鴻陵会連絡所までお願いします。

前
号
に
、
お
名
前
の
誤
記

が
複
数
あ
り
ま
し
た
。
お
詫

び
し
ま
す
。

創
立
８
０
周
年
に
合
わ
せ

た
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

広
報
委
員
会
が
新
体
制
と
な

り
ま
し
た
。
今
後
と
も
ご
指

導
ご
鞭
撻
を
お
願
い
し
ま
す
。

増
田
紀
久
江
さ
ん
【
８
】

二
〇
二
一
年
十
二
月
二
十
一
日
に
永
眠
し
ま
し
た
。
永
い

間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

（
夫
君
）

細
江
美
幸
さ
ん
【
11
】

入
学
以
来
長
ら
く
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
が
、
昨
年
暮
れ

永
眠
い
た
し
ま
し
た
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
兄
）

野
崎
（
山
口
）
和
子
さ
ん
【
18
】

姉
野
崎
和
子
は
二
〇
一
九
年
八
月
三
十
一
日
癌
に
よ
る
闘

病
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
浦
安
市
で
長
い
間
幼
稚
園
園
長
と

し
て
勤
め
て
か
ら
退
職
し
て
い
ま
し
た
。

（
妹
・
山
口
京
子
）

吉
村
三
男
さ
ん
【
19
】

二
〇
一
九
年
十
一
月
十
九
日
亡
く
な
り
ま
し
た
。
い
ま
ま

で
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
ご
家
族
）

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

国
府
台
で
の
「
決
定
的
瞬

間
」
「
忘
れ
ら
れ
な
い
出
来

事
」
な
ど
、
お
手
元
に
あ
る

と
っ
て
お
き
の
写
真
を
募
集

し
ま
す
。
８
０
周
年
記
念
事

業
を
は
じ
め
と
し
て
同
窓
会

の
刊
行
物
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ペ
ー
ジ

等
で
使
用
し
ま
す
。

撮
影
の
日
時
・
状
況
な
ど

簡
単
な
説
明
を
添
え
て
お
送

り
く
だ
さ
い
。

編
集
室

中
村
祐
次
先
生
が
九
十
二

歳
で
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

祐
次
先
生
は
国
府
台
高
校

の
一
期
生
で
も
あ
り
ま
し
た

か
ら
、
体
育
教
師
と
し
て
戻

ら
れ
て
も
若
々
し
く
気
さ
く

で
、
日
焼
け
し
た
長
身
で
生

徒
た
ち
と
校
庭
を
走
り
回
る

姿
は
、
親
し
い
先
輩
兄
貴
と

い
う
感
じ
で
し
た
。

定
年
後
の
先
生
は
国
際
交

流
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
日
本

画
に
も
精
進
し
て
墨
彩
画
の

大
作
を
毎
年
「
市
展
」
等
で

発
表
し
て
、
見
事
な
腕
前
で

し
た
。

お

悔

や

み

中
村
祐
次
先
生
を偲

ん
で

た
だ
会
う
だ
け
で
は
飲
み
会

で
終
わ
っ
て
し
ま
う‼

。
私
が

俳
句
の
講
師
を
務
め
よ
う‼

」

と
発
足
し
た
俳
句
会
で
し
た
。

祐
次
先
生
は
俳
号
を
「
墨

東
」
と
称
し
て
自
然
か
ら
自

治
問
題
、
生
活
句
と
幅
広
い

作
風
で
し
た
。
こ
こ
に
「
中

村
墨
東
ミ
ニ
句
集
」
と
し
て

偲
び
ま
す
。

九
期

田
中
愛
子

我
参
加
東
京
五
輪
聖
火
運
ぶ

教
え
子
の
訃
報
相
次
ぐ
年
の
暮
れ

常
夜
灯
百
五
十
回
我
八
十
路

布
団
ま
だ
自
分
で
干
せ
る
八
十
五

我
乗
せ
て
底
冷
え
の
街
救
急
車

人
と
遇
い
人
と
別
れ
て
米
寿
暮

石
本

剛
先
生
【
数
学
】

勝

輝
夫
先
生
【
社
会
】

岡
村
勝
亘
先
生
【
社
会
】

中
村
祐
次
先
生
【
体
育
・
１
】

二
〇
二
三
年
一
月
三
日
逝
去
。
一
期
生
と
し
て
、
ま
た
本

校
元
教
員
と
し
て
「
ご
意
見

番
」
的
立
場
か
ら
同
窓
会
の

活
動
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま

し
た
。

澤
田
大
八
郎
さ
ん
【
７
】
同
窓
会
相
談
役
・
元
会
長

二
〇
二
三
年
二
月
二
日
没
。
会
長
在
任
中
、
創
立
六
〇
周

年
記
念
事
業
を
学
校
・
同
窓

会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
三
者
の
協
同
事

業
と
し
て
成
功
に
導
く
な
ど
、

本
会
・
母
校
に
多
大
な
貢
献

を
さ
れ
ま
し
た
。

安
藤
（
長
谷
川
）
路
代
さ
ん
【
５
】

姉
は
二
〇
二
二
年
五
月
三
十
日
に
身
罷
り
ま
し
た
。
と
て

も
淋
し
い
で
す
。
色
々
と
お
世
話
に
な
り
ま
し
て
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

市
川
澄
子
（
９
）

井
桁
美
樹
子
さ
ん
【
５
】

二
〇
二
二
年
十
二
月
十
七
日
没
。
十
五
年
ぶ
り
に
復
刊
さ

れ
た
同
窓
会
会
報
第
16
号
（
一
九
九
七
年
発
行
）
以
降
、
広

報
委
員
と
し
て
会
報
編
集
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

日
暮
（
小
川
）
敏
子
さ
ん
【
７
】

二
〇
二
二
年
九
月
十
二
日
死
去
し
ま
し
た
。

（
夫
・
春
見
）

1951.5
～1967.3
在職

2001.5
～2006.5
同窓会会長

こ
と
に
私
た
ち
九
期
生
が

今
も
継
続
し
て
い
る
俳
句
会

〝
常
夜
灯
〟
の
会
員
と
し
て

最
晩
年
ま
で
の
二
十
余
年
を

毎
月
欠
か
さ
ぬ
主
要
メ
ン
バ

ー
と
し
て
親
し
く
過
ご
せ
た

時
間
を
嬉
し
く
尊
い
思
い
で

い
ま
す
。

私
た
ち
が
卒
業
し
て
中
年

に
な
り
、
お
互
い
の
生
活
が

安
定
し
た
こ
ろ
、
国
語
教
師

だ
っ
た
香
山
登
一
先
生
が

「
久
し
く
良
き
交
友
を
育
む

に
は
目
的
を
持
ち
な
さ
い
。

鴻陵祭で墨彩画の指導をされる先生

1953.10
～1965.3
在職

1955.6
～1964.3
在職

父
は
、
二
〇
二
一
年
四
月

三
十
日
に
老
衰
の
た
め
死
去

し
ま
し
た
。
享
年
九
十
七
。

国
府
台
高
校
は
昭
和
二
十

六
年
頃
か
ら
十
六
年
間
勤
め
、

家
の
近
く
で
も
あ
っ
た
の
で

思
い
入
れ
が
あ
り
ま
し
た
。

石
本
恵
理
（
28
）

父
勝
輝
夫
が
二
〇
二
二
年

八
月
三
十
一
日
九
十
八
才
で

永
眠
い
た
し
ま
し
た
。

（
ご
子
息
）

夫
岡
村
勝
亘
は
二
〇
二
二

年
十
一
月
三
十
日
老
衰
で
旅

立
ち
ま
し
た
。
九
十
三
才
で

し
た
。
今
ま
で
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

岡
村
克
子
（
12
）

1954.4
～1960.3
在職

国
府
台
の
ひ
と
コ
マ

大
募
集
！

送り先
・デジタル画像
（ｊｐｇ、ｐｎｇ、ｐｄｆ）
ＱＲコードからメール

・紙媒体プリント
右欄「鴻陵会連絡所」宛
郵送
※郵送された写真は返却できません。

紙写真等をスマホなどで撮影し、データを

メールにてお送りください。

広
報
委
員
長

編

集

長

委

員

（
56
期
）

（
35
期
）

（
14
期
）

（
20
期
）

（
20
期
）

（
20
期
）

（
29
期
）

（
47
期
）

冨
坂

友

飯
田
幸
治

竹
内
喜
忠

池
田
由
紀
子

柴
田
幸
治

流
川
呉
生

榎
本
弘
良

高
橋
亮
平


